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創造都市の形成とマネジメント
一自己組織化する都市と産業集積の戦略的誘導論一
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Ｌはじめに

［U]袷』０１を基点に大'１２から|Ｍ１にかけて，主に東京などの大都市は，西欧

の都TlJを手本に都Ｔｌ彬成を進めた。そして，第二次世界大戦後，経済の発

展を'三|的に，工業を'１１心とする産業部TIjづく')が行われた。

経済発展の原動力となった二[業製,W,の大量生瀧は，生産の効率性を高め

るために，生産符理に重点を置いて，一定の水準を保つ部品の標準化を行

った。標準化の考え方は，定めた水準値以下の部,Ｈ１を不良品と見なし，水

準ｲ直以上の部,Ｆ１を不)I],Ｆ１と見なす。この考え方は，産業都市に浸透するこ

とになる。まず，雌業都市の住民は，大最生産に関わる企業などの組織に

帰属することを標準的な生柄と兄なした。次に，標準的な生活は，個性lI19

な生き方や個人のfiI造的な活動よ')も，雌業を担う様々な集団LL活に同化

する生き力や活動を評Iilliした。｛lljl人はjlll細の－部となり，顔が見えず，そ

の家族はﾙ[[幟の他家族と同じような水準の生活を'営む。この方法が日本の

高度成長を支え，［|本人の絲済的な生iiliをレベルアップし，一般大衆社会

を生んだ。

しかし，高度成長期が終わり，バブル経済を経て低成長期を迎え，産業

榊造が変化し，情報化社会が進展するようになると，集団よりも個人のＩｌ１ｉ

値観に重点が満かれ，人々はIlljl性的な生き方や創造的な仕事，そして生き

がいを求めるようになった。つまり，従来の工業化社会から情報化社会へ

パラダイムシフトの兆候が見えつつある。従来の工業化社会の都TlJに対し

て，情報化社会の都TITを「創造都市」と位置づけることにしよう。創造都

市の特徴は，住民とＦ１治体が主体となり，仙人の独創性，知恵や知識など

に基づき，地域資源を活用しながら，イノベーションを進め，住みやすく

活気ある生活をデザインすることにある。

創造都市の－形態として，iiIi性化する産業を挙げることができる。産業

の活性化とは，都Tljに産業が集積することを意味するが，企業などの集団



創造都市の形成とマネジメント 313 

が事業を営み，活発にモノ・コト・情報が生産され，流通し，消費される

ことに起因する。現在，情報化社会における産業集積の状況は，各国，各

場所によって異なるが，例えば，米国のシリコンバレーは長さ50kｍ×1幅

15kｍの地域にＩＴ関連企業が約6400社，シリコンアレーはニューヨーク

を中心にIＴソフト関連企業が約１０００社（同時多発テロ以前は約3000社)，

イタリア国コモ巾は繊維関連企業が約2700社など，各々に集積している。

これら産業集積地における各企業の特徴は，一つの産業に際し，相互に事

業補完する関係を持ち，各々に競争関係があり，グローバリゼーションに

対邊応しながらローカリゼーションの特性を活かし，イノベーションを進め

ていて，総合的に都市と産業集積が自己組織化する点にある。

本稿では，まず，産業集積を都市機能の観点から捉え，進行する情報化

社会に適合する都市と産業集積の誘導を図るための都市形成のあり方につ

いて述べる。次に，都市と産業集積の研究者の所説，および，事例研究を

行い，これら両者を前提に，産業クラスターの仕組み，および，都市の政

策・計画・経営について考察する。そして，自己組織化理論を明確化した

上で，自己組織化する都市と産業集積の誘導計画を検討する。

1．都市と産業集積

1．都市と産業集積の視点

１．１都市機能としての産業集積

１．１．１産業革命と近代都市の課題

1760年代にイギリスで始まり，1830年代以降，欧州諸国へ波及した産業

革命は，社会構造に根本的な変化をもたらし，近代資本主義経済を確立

し，工業を中核とする都市を形成した。産業革命の前提は，イギリスが，

ウール製造，植民地拡大，造船技術や航海術の発展等に基づき，世界貿易

の中心として君臨し，国内の市場と資本を急激に拡大した点にある。つま
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り，市場と資本の拡大は迅速な人ijM蝿を必要とし，1760～85年ｌＩＩ１に発明

された自動織機，力織機，蒸気エンジン等は，直ぐに繊維工業や造船業へ

適用された(')。人拉LMEは，貿易に必要なlljiii送拡大を促し，輸送の主役で

ある造船業の興|鑑は，航路の発展とともに運河開発を促した。そして，｜龍

路輸送において，1830年を期に鉄述建設時代が始まる。運搬船と鉄道がも

たらしたものは，１１iに物資や人の輸送に留まらずに，特定地域への産業集

枝を推進した。特定地域とは，ロンドン，マンチェスター，リーズ，バー

ミンガム，シェフィールド等だが，これら都TITの多くは産業集積による新

興都市として発展した。産業集枝といっても，工業が主体であり，都市の

中心は工場，介庫，鉄道駅，船ドック，運河等で織成され，まち外れの極

く僅かな敷地や工場の一角が住宅として労働者へ与えられた(2)。例えば，

製鉄を中心藤業とする都TIjは，溶鉱炉とコークス炉を据えた巨大な工場が

まちの中心を,liめ，河)||周辺に1）M連二[場や船ドックが林立し，空は煤煙で

覆われ，河)||は燃業廃棄物やL|ﾐiiIiiゴミの捨て場となった。他の産業を主体

とする新興都市も程度の差こそあれ|司様な状況を呈しており，各々の都市

に共通する課題は，主に農村から流入する人|]の急激な増力１１に未考慮な政

策であり，劣悪なLli活環境に未対･応な計画であった。結果として，農村は

減少し，新興都Tl丁の荒廃するスラムが拡大した。

１．１．２ハワードの[Ⅱ園都市論と産業集積の誘導

イギリスの社会ＡＭＪ(家ならびに実務家であるエベネザー・ハワードは，

1898年に「Iﾘ]'三１－真の攻r1rに至る平ｲ|]な道」を鞘:し，1902年に内容を－部

改訂し，「'ﾘjl-lの111園都ilj」として'１}版した(3)。彼のⅡ]園都市論に基づき，

1946年までにレッチワースやハムステッド等を代表とする20のニュータウ

ンが形成された。｝11園都市論の特徴は，既存都TlJの)iM辺に人口32,000人の

緑豊かな田園都TIjを術昆的に数カ所設け，各々を放射状に鉄道網で結ぶこ

とにより，都Ｔｌ丁と農村の両方のLIi活を'営むことができる点にある。この計

imiには，都市に集'1'した農村の人'二1を111配分する|=|的があったが，当計両
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論が発表された後，むしろ，過密しスラムが拡大する母都市における中産

階級人口の郊外地への移動推進，移動した郊外は緑に富み空気の澄んだ田

園都市であり，人間としての尊厳を持った生活を'営むことを可能にする，

そして経済性や利便性を求め拡大する「働くための母都市」は業務地域と

して成長し新陳代謝する，といった各要素を相互連携することに意義が見

出されることになる。

当計画論の具体的な内容は，次のとおりである。母都Tl丁の衛星都市とな

る田園都市の形状は，半径1240ヤード（約1.13kｍ）の円であり，全面積

は１０００エーカー（400ha）となる。中心部に5.5エーカー（2.2ha）の円形

の中央公園を配し，その公園を基点に６本の幹線道路（広い並木道）が外

周へ向かって各々直線上に延びる。さらに，ドーナツ状のグランド・アベ

ニュー（GrandAvenue：壮大な並木道，111iii員420フィート＝128ｍ）が，

田園都市を|司心円状に２分する。’11央公|詞の周りには，公会堂，大ホー

ル，劇場，図書館,、博物館，美術館，病院などが建ち並ぶ。

一般に田園都市論は，住環境を主|=Ｉ的とする都市計画の原型と見なされ

ているが，それは，衛星都市である田圃都ＴＩ丁に重点を置くことに起因す

る。母都TIJと111園都Tl丁の相互依存関係に視点を移すと，ｌⅡ園都Tl丁論は，都

市と産業集積を誘導する視点を持つ計画論として捉えることができる。そ

れは，母都市が発展し，産業の集積や新陳代謝を可能とするために，郊外

の衛星都市へ住環境を移動する点にある。この発想は，古いようだが新し

くもある。例えば，主に高度成長期に東京IIJ心部に集積した産業は，環境

悪化や地I111i高騰を州いた。東京中心部で働く人々の多くは，郊外地に居住

地を求め，千代田区，「'１央区，港区をIIJ心に遠心的に都Tl丁を拡大した。高

度成長期においてはニュータウン開発，現行では業務核都市等の国土計画

が，それぞれに東京中心部の産業の集積や新陳代謝と相互関係を持つ。ハ

ワードの計画によれば，111園都市内の産業地域は都市周辺部に誘致し，敷

設した鉄道により母都市の産業地域と繋がる。つまり，田園都市は，‐母都

市と相互依存関係を持ちながら，人口32,000人の'二|総ｎ足する計画を内含
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図１田園都市の区と中心部

VIARDAllDCENTRE .Ｎ９３． 

Ⅱ 

}１１』！：Ｅ・ハワード(艮索j蝋〈）（1968）「Iﾘ1｢|の1111洲llilj」ljMilll版会，９０r〔の図をリ'１１１

している。：ＭＣの業務核都TlJは，来京１１１心部に一種集11Ｉした業務機能（主

に政治．絲済・金融・Ｉ青報等の産業集積）を緩和する'三|的で，その業務機

能を来京周辺の都Tl丁へ一部移ⅢＩ区する。そして，環状道路を主体に，東京ｌｌＩ

心部と連鵬する。いわゆる多極分散型都TIJl盤|を椛成する。この考え方は，

来京111心部を主体に，肥大した業務都TIT機能を分|枚し，砿業集積の新陳代

謝を推進する。しかし，実|際には，業務修jlⅨを受けるIllllの周辺都市は，従

来からｲ丁する都Tl1機能が，業務移転によってiri度化することから，現状以

｣二に活性化し，地域IVLIiや地域活性化に繋がる。つまり，東京中心部と業

務核都TIJは，ハワードの示す母都TITとlI11jIil都TITの関係にjlJi似し，各都市が

相互に依ｲ｢:関係を持ちつつ，ｌ淵llTlJのlil：業集横を誘導しているのであ

る')。
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イギリスは，1909年に都市計画法を制定した。当法律の'三|的は，都市の

産業集積を前提に，利便性，公衆衛生，アメニテイを形成することにあ

る。そして，各自治体は，市街化すべき区域に，あらかじめ「マスタープ

ラン」（タウン・プラニング・スキーム）を策定し，都市開発を誘導するこ

とになった。これは，ハワードのⅡ1園都Tlj論が重要な役割を担った結果と

して，作りだきれたことを考察できるが，特に，産業集積を都市機能とし

て捉え，誘導する視点が確立した2)。

１２産業構造

1.2.1工業化社会の産業織造

一般に，一次産業は農業・林業・水産業等直接自然に働きかけるもの，

二次産業は鉱産物・農林水産物等を二次的に加工する工業や製造業．建設

業，そして，三次産業は商業・運輸通信業・サービス業など，－次．二次

産業以外の産業を指す。イギリスで産業革命が起こり，欧米を中心に工業

化社会が進展すると，自然の恵みである農林水産物よりも，石炭．石油等

のエネルギーを使って作りだされる力Ⅱ工品の経済的価{直が高まり，二次産

業が社会経済の中心となった。消費の対･象が－部の特権階級から大衆へ移

行したことから，力Ⅱ工品は大量生産へ向かう。技術革新に基づく相次ぐ発

明から，加工品は高機能化し，同時に大衆のニーズも拡大．高度化するこ

とによって，また新たな力Ⅱ工,品が生み出される，といった循環が生じた。

都市はこれらの社会システムを反映し，そのために必要な二次産業の各構

成要素が都市に集積した。つまり，産業の視点から考察すると，近代の工

業化社会を反'決する都市は，主に二次産業を育成・発展するために作られ

てきた，と見なすことができるだろう。

１．２．２，情報化社会の産業柵造

近年，情報化の進展から，情報の有する経済的価値が高まりつつある。

一般に情報とは，知らせ，媒体を介した知識等を指すが，さらに－歩踏み
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込み，njM係する要素を組み合わせて統合化する知恵」を含めることがで

きるだろう(4)。そのような知恵とは，デザインという言葉に集約できる。

それは，加工されたモノ'二1体よりも，デザインにウエイトを置くようにな

ったファッション産業に代表される。そこでは，デザインという情報が経

済的Iilli値を決定しているのである。例えば，Ｔシャツが定IlIi900円でI仮売

されているとした場合，一般的にlllli格の内訳は，素材・加工費200ＩＩＬ流

通・卸し賀100円，I仮売・広告YM2001リ，デザインYji300円，その他'００円と

なり，デザイン費が素材・力Ⅱこ[賀よりも高くなる。しかも，素材・力ll工YIi

以外の徴１１１は三次産業に含まれることから，二次産業よりも三次産業の経

済的Iillilihが高まったと兄なすことができる。このような社会的現象は，フ

ァッション脈業に限ったことではなく，家電・家具・［I動車・文房具等，

社会に流通するほとんど全ての製,Ｈ１や物,W,から検証できる。つまり，｜青報

化の進展により形成されつつある'１i；報化社会は，従来の－次，二次，三次

産業のあり方を大きく変化させている。＿'２記のＴシャツ事例では，素材

搬送・設計・力||工・販売等において，常に物流が必要になる。しかし，経

済的I111iIihから考えると，何を重要視してiliiii送しているのだろうか。モノｒ１

体でないことは'ﾘ]らかである。｜Ⅱ|柊は，モノよりもデザインという情報を

軍要祝してIliiii送していることになる。ここで淵摘できることは，物流の意

味が，工業化社会と情報化社会では|ﾘ]らかに相違することである。つま

り，二'二業化社会で作られた産業プロセスは，｜市報化社会において質的に変

化している。さらに，素材の選択，１１''二lユカ法等は，デザインによって判断

し統合化されている。このことは，情報がモノのｲ１１力Ⅱ(ilIiｲ直として存在して

いるのではなく，－次産業の素材，二次産業のjll工技術，三次産業のサー

ビス等を組み合せる主体として位満づけられていることを示す(5)。したが

って，｜青報化社会における情報とは，知恵でありデザインであり，それら

を統谷し，都ＴＩ丁と産業集積を対象に迦１１]すると，イノベーションが始まる

のである。
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１．３社会変化と都市

１８．１工業化社会の都TlＪ

［|本が近代都市計画に請手し，法IIill度を整え始めたのは，1888年の東京

市区改正条例からであり，1918年に修正条例が完成した(6)。当条例の特徴

は，前者がⅡ]徳)||幕府の建設跡地を活用した帝都政治と'１，売業を中心とす

る都市整IIliであったが，後者は道lIVf交通の深刻なllIj題を受けた市電盤'Iilliに

基づく幹線道路繁Iilliへ計imiの重点を移行した。これら条例に蕪づき，１９１９

年に都市計imi法とTlJ街地建築物法が同時に公布され，「建築'二I[１１のIlill限」

が示された(7)。そして，当条例および法令から，来京は放射環状の都市織

造へ改変され，この時点に現在の大手'11Jから虎ノ'''1に至る'|]枢業務地区形

成のための基盤を作')上げた。また，当法令は来京以外に，大阪・名古

屋・京都・神戸・枇浜等に週)、し，大部11丁闇の基盤を形成した。土地の経

済性を主体とする都市計1mi事業を111入れた都TlJ計iIlliは，l923fliに生じた関

東大震災の復興計Ⅲiに週)1)され，ここ地区山と幹線道路整備を|可時に行う土

地区画整理事業が都TlJ計imi事業の主流となった。1968年に都TIT計画法は全

i、改定され，都市計画区域内にTlT街化区域，TIJ街化調幣区域，）1]途地域を

定め，土地利用の細分化を行った。1998年の改正では，地方公共団体の創

意工夫で１１)途を定めることのできる特lﾘ１１〃1途地区を創設している。

１．３．２情報化社会の都TIT

情報化社会の到来に基づき，現行の都TlJは十分に機能しているのだろう

か。この疑ｌｌＩｌをより具体化すると，情報化ﾈ|:会の'１１心は，知恵の産'1}やデ

ザインによる新たなfill造にあるが，現行の都市において，これらをjl1iI発す

るシステムが次々に作り11}せているだろうか，となる。この疑問に対し，

都市計画の課題点として，下記内容を示すことができる。

工業化社会の都市計画は，住宅地は住まう'二|的の低密度の地域，学校等

の公共施設は住宅地からあまり遠くなくlIii蝋を及ぼす地域から離れた地

域，多人数が集まる商業施設やオフィスは都市'''心部の高度利用が可能な
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地域，工場や倉庫等は居住に悪影響を与えないように住宅地から離れた地

域等の用途地域に色分けされている。そして，新たに産業集積を考える場

合，これら)1]途地域が示された都11J計milx1に基づき検討･することになる。

対･象予定地は，商業地域または工業地域，市街化調整区域，都市計ilIi区域

外になるケースが多い。商業地域または工業地域を選択する場合は，朧業

の有する機能と)1]途地域の整合に視点がある。市街化調整区域および都TIＪ

計画区域外を選択する場合は，低額のﾆﾋjMll1i格が'二Ｉ的であったり，国や'二｜

治休が所有する土地であったりする。いずれの場合においても，まず土地

有りきとなり，産業集積のための予定地を先行して決定することになる。

しかし，情報化社会の産業集積は，まず知恵やデザインの創発を誘導しな

ければならないため，）11途地域の機能lIHI色分け，あるいは，低額の土地に

よるM'1発誘導等は，二次的要因となる。つまり，情報化社会の産業集横

は，新たな都市機能として捉えられ，工業化社会とは別の都市機能誘導方

法を見出さねばならない。

2．都TlJと朧業集積研究の現状(8)

都市と朧業集積に関する研究は，経済・経憶'・都市計画等の分野におい

て，現在までに数多くなされてきた。本稿では，都市に集積する産業につ

いて，都TIT機能の視点を持つ「産業クラスター計画」を推進する経済産業

省の動lfIlに譜'二Ｉする。そして，そこからＩＭＩされる研究者の研究内容を前

提に，事例研究を検討する。

継済産業省が実施した産業クラスター突態調悲報告書「米国地域経済を

支える雌業クラスターの形成要因とビジネス・インキュベータの役割(9)」

(2001年３月12～23日間に米国のナッシュビル，オーステイン，シリコン

バレーの各都市に立地する産業クラスターを調査６分析）によれば，参考

とすべき産業クラスターの研究者として，米国の経'嵩学者マイケル･ポー

ター及び|司国の'五|際経済学者のポール・クルーグマンを挙げている。彼等

の特徴は，雄業集績を都市機能として捉え，イリ|:究している点にある。そこ
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２．１マイケル・ポーターの研究

マイケル・ポーターが訓在・研究した産業クラスターの要旨は，次に示

すとおりである。

表１ポーターの所説（産業クラスターの定義)('0）

①各国の脈業クラスターの分布及びシステム

米'五|・ポルトガル・イタリア・スウェーデン鞭をiilWr・分析した。

②産業クラスターの定義

「産業クラスターとは，ある特定の分野に屈し，イ１１瓦に|則述した企業と磯DMからなる地nI1

的に近接したjMIであり，企業と機関は共)Ｍ'三やﾈIIi完性によって結ばれている｡」と定義

した。

③クラスターが地域環境に与える彩郷

（a)対象地域の企業のＬＩｉｊＭｋを1脚火する。

(1))イノベーションの」,LjIilllと力lhlに影響をりえ，将米的な21ﾐ醗性のｌＩＩＩびを文える。

（c)新規事業の形成をllill激し，クラスターのパワーをjNIljiiiする。

④クラスターのIMliNhiMill造方法

（a)立地を選択する。

（１）)イニシャルコスト及びシステム全体のコスト，イノベーションの潜在的可能性に基づい

て選択する。

（c)地域密荊ｌｉｌｌ

クラスターを構成する企業|Ｊ１体は，地方にＩｉｆｉ体・公ｌｋ機|Ｍ学校・ｌｉ１ｌ究|Ｊ１体等の地域コミ

ュニティと枇極的なj1L鵬を結ぶ。

（｡)集'三Ⅱの取り細み

クラスターを柵成する様々な'１|体は，柴ＩＪＩ全休で，クラスターが立地する地域を対象範'１１１

とし，クラスターの４Ｍ:性をifJjめるために，競争を(１１L逃する手立てとしてllIU)組む。

（c)クラスター改無

ｌＵＭ:クラスターを|川成する企業|ｌ|体は，｜Ｔｌ及び地力|÷|i/i体と|〕Ⅱ縦の－１２，産業振興に伴う奨

学金やインターシップ等の支援機能・機関を充実する。

都市と醗業システムを－体に見なすポーターの考え方は，都市や地域の

振興策を模索する１１本において，今まであま'〃[し受けることがなかった方

法論である。’三1本では，｜正|が主導的に立地政簸を練り，その政策に基づい

てＩ当1治体が大企業を誘致する，そして地域に企業の系列グループを形成

し，グループのパワーに基づき地域を振興する，といったﾌﾉﾌ法論が主流で

あった。これに対しポーターの研究は，産業クラスターとは，都市や地域
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と一体になった産業システムであること，大学・研究所・ベンチャー企業

・自治体・ＮＰＯ等を産業システムの要素（運徴または経営の母体）とし

て認識すること，そして，これら産業システムの要素は地域資源を活用し

て都市や地域独Ｆ１の産業を生み{}}すこと等を示l喪する点に新規性と特徴を

持つ。

また一方で，ポーターの研究は，他地域あるいは仙匡|に対し，対･象地域

が競争優位に立つために，戦略として産業クラスターを創造する展開を見

せる。それは，戦略的に創造した産業クラスターが所在する地域のパワー

形成であり，そのような地域の集合で構成された国のパワー形成である。

つまり，ミクロ的には産業クラスターを織成する企業や大学等の競争･優位

について研究し，そして，マクロ的には国の競争･優位について研究してい

るといえるだろう。これらの研究の先には，米国をモデルにした各国の産

業クラスターヘの取り組みが存在し，パースペクティブの焦点にはアメリ

カン・スタンダードが見え隠れする。

しかし，ポーターのＵ１筥究は，工業化社会で多く見られる大手企業のパワ

ーに基づき形成された産業集積に関する研究と一線を画し，情報化社会を

反映する都市機能として，主に知恵の価値を尊重した各ベンチャー企業の

相互協同（事業補完）関係に基づく産業集積の研究と見なすことができる

だろう。そのため，クラスターを新たな都市機能として考えた場合，ポー

ターの研究から，その誘導方法の一端を見出すことが可能である。

２．２ポール・クルーグマンの研究

ポール・クルーグマンは，エッジシテイを分析しモデル化した。エッジ

シテイとは，カリフォルニアやボストンなどの大都市郊外に刺発した新た

な都市を指す。そして，大都市中心市街地を梢成する住宅，商店街，オフ

ィスなどが，エッジシテイヘl吸収される。しかも，エッジシテイは，公的

政策や計画に基づかず，民11Uが独'二1に作りだした都Tl丁である。つまり，エ

ッジシテイは，自己組織化して生まれた都市といえるだろう。
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表２クルーグマンの所説（エッジシテイ・モデル)(M）
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ア．基準

①各企業（商)ili）が立地に際し、多くの集客を確保し多様なサービスを}11うために隣接．集

中する力（求心ﾉﾉ）と、これに反し、lKji客獲得や雇川確保等の腕争をlnl雌するために分散

する力（遠心力）はIii]し大きさであり、ii1ij者の'''1に緊張IjM係がある。

②企業は、他の企業が近隣に立地すると新たな顧客を|呼び込むため欲迎する（求心力が働

く）が、少し離れて立地すると（10マイル位）顧客をとられるため嫌う（遠心力が働く）。

このため、求心力がllill〈l({i雛は遠心ﾉﾉが働くＭ１雛よりも畑い゜

③また、この際に、ニヒ地の希少性（＝地代）は考慮しない。

イ．前提条件

①企業の立地をXllilllにとり、２４企業をほ

ぼ均等に振り分ける。また、l1ifllllが経て 図２エッジシティの進化('2）
ば企業はより望ましい場所へ移動すると

仮定する。時ＩＭＩの経過をＹ1,i,,,に、各,,ゲ

点での各立地の企業数のシェアをｚｌｉＩＩｌ

に表す。

②勤学モデルをシミュレートし、その経

緯をコンピュータ.グラフィクスで表す。

ウ・シミユレーション結采（図２参,,((）

①鞍型の集積地が、エッジシテイであり、

新たな商業地区を表す。

②商業地区集積の初期段,,Ijfは、離れた立地

の企業をリ|き寄せる形で発展する。

③そして、各商業地'ｘ''１，の谷,,,,に企業が存

在しなくなると'灘接するi1w業地区の企業

を奪い合う形で発展する。

企
業
の
シ
ェ
ア

へ

また，エッジシテイ・モデルの|=|論みは，化|別の企業ｌｌＩ１の相互依存的な

関係性を最大の立地要|火|とし，企業11M相互が連鎖しつつﾎﾟlllIU分裂を繰り返

し，近隣地域に分散しながら''三''''心街を吸収し，結果として，近隣地域の

複数の場所へ企業集'1]するliM象を示す。現在の[1本の都Tl丁において，例え

ば，鉄道駅から少し雌れた場所に幹線道路やインターチェンジ等が新設さ

れた場合，これらの周辺地域に新たな商業地区が生まれ，｜可時に駅前の|日

中心市街地が錆びれる現象が見られる。このような現象を解lﾘIする手立て

として，エッジシテイ・モデルを活)1)することは有効性があるだろう。し

かし，彼の研究が示l皮する注'三'すべき論点は，「何が原1人|で，そしてどの

ような仕組みで産業集秋がＬｋじるのか｡」である。
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クルーグマンの研究は，経済地理学の分野において，都市と産業集積が

自己組織化することを示した。特に，産業集積は各企業の集中する力と分

散する力のせめぎ合いから生じ，その主要因は集客のために企業が必要と

考える他企業の心、的距離間であり，一度I上|己組織化現象が生じ始める

と，止めることが難しいことを示した。また，都市の自己組織化は，新し

い集積が古い集積を奪い取る形で形成するといった重要な視点も示してい

る。エッジシテイ・モデルが新たな都市機能の創発と位置づけた場合，そ

して，情報化社会における産業集積が知恵に基づき形成される場合，クル

ーグマンの研究は，都市機能としての産業集積の誘導が知恵に基づく「場

のマネジメント」であることを示唆している。ここで「場」とは，産業集

積を構成する各企業の事業ネットワークが集合し交流する場，あるいは，

都市や地域住民におけるリーダーや専門家集団が交流する場等を示す。

3．事例研究と考察

前記のポーターおよびクルーグマンによる都市と産業集積研究を前提

に，事例研究を検討鑿する。まず，海外事例として，米国のシリコンバレー

およびイタリア国のコモ市について，都市における産業集積のプロセスな

らびに特徴を検討･する。次に，国内事例として，東京都武蔵野市に位置す

るＪＲ中央線吉祥寺駅北口商店街について，都市における商業集積のプロ

セスならびに都市政策・都市経営について検討･する。

３．１海外事例（米国シリコンバレー，イタリア国コモ市)(13）

３１１事例研究

ｌ）シリコンバレー（米国カリフォルニア州サンタクララ群)(M）

米国における代表的な産業集積地域であるシリコンバレーを事例とし，

新たに築かれる地域文化と掛け合いながら生まれ出る産業が，地域に集積

し進化する様相を整理・検討してみよう。その内容は次に示すとおりであ

る。
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①革新的な教育者による産学の連携橘築

スタンフォード大学のターマン教授は，大学と地域産業との連携を模索

し，l9501Ii代に以下の革新的なシステムを生み１１Ｉした。

（a)スタンフォード研究所の開設

実用科学をｲﾘ｢先するスタンフォード研究所をllll設した。そこでは，主

に，防衛関係のｲﾘ|:究や西海岸の企業のビジネスをサポートした。

（b)特別プログラムの実施

エレクトロニクス企業の多数の技術者を大学院生にした。また，大学専

用テレビネットワークを築き，各企業内で授業の受識を可能にした。

（c)大学敷地内にスタンフォード・インダストリアル・パーク開設

米国初の工業団地としてハイテク企業の誘致を進める。1961年で計25社

の誘致規模となる。参力Ⅱ企業は積極的にスタンフォード大学の教授をコン

サルタントとし，卒業生を社員とした。1111の廠業集積基盤は，優れた学者

のアイデアと|背熱によ')，大学を'１１心とするlili学の緊密な連帯システムと

して築かれた。

②企業のスピンアウトとその奨励

スタンフォード大学出身のウイリアム・ショックレーは，ベル研究所で

トランジスタを発|ﾘ]し，1955年にパロアルトTlJにショックレー半導体研究

所を開設。のちのインテル，ＡＭＤ等の創業料達が集まる。２年後に彼等

はスピンアウトし，フェアチャイルド・セミコンダクタ社を設立した。ま

た，新たに半導体事業を行うが，社員に関連ビジネスで起業することを奨

励した。1959～1976年間に半導体メーカーはllllに40社生まれ，サンタクラ

ラバレーはシリコンバレーと|呼ばれるようになる。フェアチャイルド社

は，ビジネス・インキュベータとなり，起業した各社は独'二1の技術を持ち

半導体ビジネスの相互補完を行った。

③ベンチャー・キャピタルの資金供給

1970年代に起業家の主な資金供給源は，iliからベンチャー・キャピタル

へ移る。1974年にシリコンバレーのベンチャーキャピタリストは150人以
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上になった。ＩＰＯ（InitialPul)licOffering＝新)』,l株式公開）で，キャピタ

リストはストックオプションの売却益をｲ!｝て，起業家は141社を大企業にす

る，といった方式が根づいた。

④スピンアウトと)罪業集横

シリコンバレーで1968年以降開業した主なベンチャー企業は次のとおり

である。1968ｲ|ミインテル社，1977年アツプル社，1979年３ＣＯＭ社，１９８２

年サン・マイクロシステムズ社，シリコン・グラフイクス社，1984年シス

コ・システムズ;ﾄ|:，1994年ネットスケープ社，〈ヤフー＞サービス開始，

1996年ジャヴァ・ソフト社等。’'''１，の企業も含め，シリコンバレーは多極

事業・lli業が来実の房のように集まり水平的ネットワーク型となる産業集

積（産業クラスター）を築いた。シリコンバレーがベンチャー企業群の宝

庫となったのは，スピンアウトが奨励されたからである。その牽引となっ

たのは，ウイリアム・ショクレーといわれている。ショクレー半導体研究

所壜から，インテル，ＡＭＤなどの創業荷がγ''１１１|}し，さらに各社がスピンア

ウトを奨lljIしたことから，フェアチャイルド・セミコンダクタ社ができる

といったように，1959～1976年のＩＨＩにサンタクララバレーに半導体メーカ

ーが40社Lliまれた。このことから，シリコンバレーの名称で１１平ばれるよう

になった。

⑤グローバリゼーションへの対応

グローバリゼーションの対応として，Ⅲ界標jiI(iによる普及を挙げること

ができる。例えば，ワシントン州レッドモンドに本社を殻〈マイクロソフ

ト社:は，シリコンバレーに事業所などを分|M(1111Ｍ'iしていた。マイクロソフ

ト社の創附行ビル・ゲイツは，将来，パソコンが１１１:界に普及することを子

ilIllし，パソコン操作をコントロールするオペレーティング・システム

(ＯＳ）にTlJ陽性を)iLll)した。そのため，当時llll発途I1にあったＤＯＳのパ

テントを買い取り，ＭＳ－ＤＯＳとして普及させた。この時点では，まだ，

アップル社のMacintosh)ｌ１ＭａｃＯＳが優位だったが，Windowsの発表

によって地位は逆jliZ《し，Ⅲ界Tl7場をIliIlJWiし，ｌｕｉＬ標iIli化するようになる。
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さらに，インターネットの世界市場を勘案し，ソフトとして先行するネッ

トスケープ社のNetscapeNavigatorに追随するInternetExplorerを開

発する。この時点の戦111片は，Windowsと併せて出荷し，無料IKiB布するこ

とだった。このため，Windowsにiill込まれたInternetExplorerは，ま

たたくまに普及し，ネットスケープ社が|｝'１発し築き上げた多くの市場を１１１１

さえてしまい，これも世界標準化した。1998年から|司社は，シリコンバレ

ー内マウンテンビュ~の敬地ｌ３ｈａにウェブ事業のための製品開発複合施

設を建設することで，分散している労Ilill集約を行いつつ，［1本が生んだ家

電用ＯＳのトロンと連搬し，家電とパソコンを融合した新たなＯＳのｌｕｉＬ

標準化を目論んでいる。

⑥シリコンバレーは，1986～1991年Ｉｌｌｌに約６万人の雁)|]を失う。理由は，

過密による交通渋滞や生活賃金の高l鵬から地域全休が停洲状態にⅢ)，ま

た少,W,極大量生産（主にメモリー）へ移行したため，）韮業クラスターが'１］

央集椛的な垂直統合型へ変化し非効率化したこと等から，朧業が空ilnl化し

雇用が減少した。このため1992年に，地元企業・地方'二１桁体・大学のリー

ダー・地域の市民起業家は，ＮＰＯの〈ジョイントベンチャー：シリコン

バレー・ネットワーク（ＪＶ：ＳＶＮ)〉を設立し地域１V活性化を行った。

（a)地域の生活や文化を２１世紀型産業の基盤と見なし，教育・医療・'二liiLi

体サービス・ビジネス等の'幅広い分卿の情報改革について，民間主導・非

営利の立場で統合的に実現。ビジネス変ＩＩＴだけでなく，マルチメディアを

日々使う１W賀生活者の生iili自体も含めて変革する点に特徴がある。

（b)経済とコミュニティを柱として，朧業クラスターを地域主体へ再織築

した。特に市民企業家がリーダーシップを発揮し，地域コミュニティが参

画するクラスターを形成した。結果として，ベンチャー・ビジネスとコミ

ュニティ・ビジネスが辮請不可分な関係となった。

以上から，シリコンバレーにおいて，地域コミュニティと経済の連動に

基づく分権的・水平的ネットワーク型の雌業クラスターがⅣ術築された。

２）コモ市（イタリア|工|ロンバルデイア州)(15）
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現在，イタリアの歴史的な都Tl丁であるコモは，紺素材･を中心にプリント

及び染色が世界で最も有力な産地である。フランス・ブランドも含めて，

世界の高級ブランドのネクタイやスカーフは，コモでプリント生産されて

いる。そこで，次に，コモ市を事例にとり，グローバリゼーションに対､応

する産業が，地域文化と掛け合いながら集穂する様相について整理・検討

してみよう。

内容は次に示すとおりである。

①分業体制とネットワークの確立

コモでは，１６世紀頃から家族及び地域'1二'心の組織ji祥が成立し，後に各組

織群は専|ⅡI化し相互に役割分担する分業体Ilillを持つ中小企業群へ変化し

た。現在，各'1]小企業は，１人～40人漉度で柿成。これは，アパレル産業

が，良質で小ロットの製,冊,供給や需要の変化による短期製品寿命等をまか

なう柔軟な体IliIlが必要なこと，そして，ＬＭｉに関わる固定費の仰fIillニーズ

等に対･応・合致したためである。

②特徴的な産業集積

コモの産業集積は，〈オーガナイザー〉とく工程専業企業＞で構成され

ている。オーガナイザーは，製造設ｲilliを持たずマーケットの把握・商,W,開

発等の業務に特化し，商,hl,決定後に適切な工程専業企業を選択・発注する

'11,Ｍご業である。工程専業企業は，デザイン画を作成し提供，より糸や製

織，染色，スクリーン製造，プリント，フイニッシング等の製造工程の各

ステージをまかない，複数の取り|先を持ち仕事品を平準化する。コモにお

いて，1991年の繊維関係の企業数は約2700社，従業員数は約３万７千人で

ある。

③グローパリゼーションへの対応

アパレル瀧業は，特に国際市場の最終需要と直結して市場ニーズの動向

を正確に把握すること，そして製IhI,企画・デザイン等に的確に反映して迅

速に製,Ｈ１化することが必要である。アパレル雌業はその'性格から，比較的

早い時期からグローバリゼーションに対応した。つまり，コモでは，Ｉ玉|際
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図３分業連携ネットワーク（ネクタイ・プリント）
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市場ニーズに対応するために，家系'''心の考え力や地域を大切にするとい

った地域文化を'''心にiiｹﾞき，その地域のlHil右性を収入れながら産業との掛

け合いを行った。そして，オーガナイザーとｺﾕ私軸〔業企業の分業体制を作

り出し，地域に集検した。ここに，分業的水平的ネットワーク型の産業ク

ラスターが形成された。

上記の二つの耶例から，都市機能としての雄業クラスター（産業集積）

が，グローバリゼーションとローカリゼーションのⅢ合いに蕪づき，知恵

やデザインのI111iIIllIを〕粒[し活)1]する各ベンチャー企業の札|互協,同（事業の

相互補完）関係により柵成され，｜当l己組織化することが分かった。

３．１２考察('6）

ｌ）産業クラスターの外的仕組み

①産業クラスターとベンチャー企業の関係

分業化した各ベンチャー企業は，特定の地域に集械し，朧業クラスター

を形成している。別の見方をすれば，ベンチャー企業は，ある特定の地域
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に刺発した産業クラスターを織成する企業として見出すことが可能であ

る('7)。

②産業クラスターのネットワーク

産業クラスターを形成する企業は，分業化に基づく各ビジネス分野の相

互依存関係にあり，それら企業は，水平的|司格関係によりネットワーク化

している。それら企業は主にベンチャー企業であり，従来の企業集団や企

業グループのように，株式の持ち合いによる安定化および本社と子会社の

上下関係などは作らない水平的同格関係にある。

③ベンチャー企業のリスク分散と水平的同格関係の創造

各ベンチャー企業は，産業や事業を細分化した各機能を担う役割を持

ち，孤立すると下請けとして組み込まれたりＭ＆Ａなどを受ける。この

ため，各ベンチャー企業は，複数の事業に関係し，群化しつつ総体として

産業を担い，そして，リスクを分散する。

（a)リスク分散の具体的方法は，産業の生藤・流通・消費における技術・

経営分野などの諸機能に対し，各ベンチャー企業がこれらを担い，協同組

織として複数の事業やプロジェクトに取組むことにある。

（b)そのためには，産業において各社の不足する機能を相互補完するとい

ったコラボレーションが重要になる('8)。

（c)事業やプロジェクトが終了すると，コラポレーションは解消され，ま

た新たな事業やプロジェクトに際し，他のベンチャー企業とコラポレーシ

ョン関係を築く。

（d)つまり，事業やプロジェクトが積層・集合して産業が作られるなか，

事業やプロジェクトをベースにベンチャー企業は創出し，次々にコラボレ

ーション関係を構成する。そして，各ベンチャー企業が水平的同格関係の

ネットワークを榊築する。

④世界標準化による大企業化

マイクロソフト社に代表されるように、シリコンバレーのベンチャー企

業は、世界市場の見立て、そこで必要となる事業の開拓、事業の更なる普
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及が大きなテーマであり，それらを尖ｲ丁するために，パテントによる独

,１１，ソフトの公llMによる自普及，無料lllu付とソフトミックスによる事業展開

などを行ない，ｌ≦Ｉ社製品を111:界標ilk化しながら大企業化していく('9)。

２）産業クラスターの内的(ＭＩＩみ

①スピンアウトする企業環境

ベンチャー企業が事業拡大している場合，内刊ＭＩＩ織の人材曇がスピンアウ

トする。さらに，企業141体がスピンアウトを奨励し協力するのである｡こ

れら企業環境は，従来の大企業には見ることのできない特徴である｡

②起業するベンチャー企業の三１１業

スピンアウトした人材が作るベンチャー企業は，所属していたIUIi存のベ

ンチャー企業には無いが，事業補完できる事業機能を創造することで，元

のベンチャー企業と事業面でｲ肋:ﾈili光関係を榊成する。

③スピンアウトする人材の起業要因

スピンアウトする人材は，柔軟なIj1m脳を時ち起業家精神に溢れた優秀な

人''１１である場合が多い。スピンアウトの要|Alは，元のベンチャー企業で学

び得た知恵や知識を活かし，新しい事業機能を↑i'|造することにある。特

に，新たにベンチャー企業をfill造する起業家は，先見性と野心と知恵に溢

れた人材が多いことになる。

④ベンチャー企業llMの内的交流

ベンチャー企業１１１１の交流は，常に経'１ルイiﾙ先．１J場などの情報交換をフ

ランク（常時かつｲlhI人的）に行なう。特にシリコンバレーでは，大企業化

したベンチャー企業においても，それぞれの社貝達が，日常的にWi:段潜の

まま他社を訪れ，遊び感覚を交えながら，相互に事業に関する情報交換を

行う(10)。このことによって，繰り返し新たなZl卜業fill造のヒントを得て新

たな製品が作られている。つまり，企業と企業，IlIil人とｲlHil人のフランクな

交流の場が，事業創造を培い，雄業の集積やイノベーションを誘導してい

る。
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３．２１玉1内訓|ｸリ（火京都武蔵ｌｌ１ＴｌｊＪＲ吉祥寺駅北'二1ilW店街)(２０）

３．２．１割叩Ⅲﾘﾄ先

コミュニティが三iﾐ休的に地域政莱に係わり，まちづくりを行い，良い方

向へ'二I已糺l紬化している都Tljを事例として，都Tlj成長j１判』を誘導するため

の方法論を検討する。

１）選択条件と適合性

①選択条件

事例研究として，次の条件をiillliたす都市を選択する。

(1)他の都TITと比較し，際立った活i兄を呈し，近ｲﾄﾞの都市衰退の特徴を持

たない，または希薄である。

(2)コミュニティが111心となり，地方自治体が支援して作った都TIT。

(3)現在MillTlJパワーを維持し，新展開を見せている。

(4)結果，jlillTIiがよ')良い方向へ'二|己組織化している。

②jimii合性

前記，）項の選１尺条件に対し，東京都武jiMilIhlJのＪＲ'1]央線T1f祥寺駅北

,二,商店街（以下「北'二'商店街」と''１片称）は，次の適合性を持つ。

（１）際立ったiili祝を呈し，都Tlj衰退が希薄な都Tl丁

（a)主要駅乗降客数の比較

ＪＲ中央線の新宿駅以ULiの三ii要駅は，特別快速fliIl1がｲ亭I|Ｉする'1Ｗ’三

,鷲，国分寺，立１，,，八王子であり，他の駅に比べ采降客数はかなり多い。

しかし，吉祥寺駅は例外で，立)''駅に次ぐ（表３を参'1K)。

（b)商店数，イＩｉＩｌｌｌｌｌＩ〔売額の比較

商店数および'１１)(売額は，前記主要駅の周辺ilW)iii街の数値が高い．しか

し，北口wfi1Ili街は，IIij数値ともにトップである（表４を参!！(()。

(2)コミュニティが主役，地方'４１１ｈ体が支援

北,二,商店街の１１J|；'１発は，地域住民が主体的に係わり武蔵野T'jと検討を進

め，結果として，特徴ある商店街を形成した。また，地域住民が主体的に
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表３ＪＲ中央線新宿以西主要駅の乗降客数
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出典：「都Tl丁交通年報」（fL12年版）から作成（乗降客数のlii位は人／日）

表４ＪＲ中央線新宿以西主要駅周辺商店街の商店数と販売額

，１１JilIWlLll，'，ｌｊｌｌｌＩク｜ｌｖｌ八lrlLll

m悪FM写■■Ⅷ……工……
、、、■駅■￣………■､■
■四塁國隈、■団五コ
出典：「東京の代表的繁華街と商店街ランキング」（Ｈ､12年９月付）から作成。数値はＨ､９年

度。小売業販売額は年間数値を表す。

地域経営を行っている。

(3)都市の新たな展開

北口商店街のパワーは，周辺の近'鯨商業地域や住居地域に，禰栖なアト

リエ風の低層オフイスビルやファッション店，ウェスタン風喫茶店，西洋

館風レストランなどを創発している。そして，来客の多くは，これら周辺

部の各店舗を回遊する。北口商店街と新たに生まれた周辺部の特徴ある業

務・商業機能は，新たな補完関係を作りながら，魅力を形成する。

(4)自己組織化の方向性

都市の自己組織化がより良い方向へ進むためには，コミュニティが主体

的にまちづくりを行い，これを自治体が支援し，一体となって取組むこと

が必要である。そして，その都市は，他地域と比べてl際立った活況を呈

し，周辺部に新たな展開を生じる。

上記(1)～(4)の内容から，北口商店街は，より良い方向へE|己組織化して

いる都市と判断できる。

2）自己組織化する都市の構成要素

前記に示す適合性を持つ北1二1商店街が，より良い方向へEl己組織化して

駅名 野 吉祥寺 三 '五1分寺 立１１１ 八王子

乗降客数 241.357 267.659 166.716 205.387 339.004 186.052 

商店街 に}'野北I］ 吉祥寺北'二１ 三慨南1二１ |玉1分寺北口 立)||北｢１ 八王子北口

'１，売業商店数 316店 523店 254店 153店 356),１７ 258)ｉ 

飲食店商店数 137店 247店 103店 46),!； 1081I 213店

'１，売業販売額 347億円 1713億円 255億'１］ 438億１１１ 1148億円 994億円
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いる新llTl7として，その構成要素について，以下に内容を検討鬘する。

①都市および地域政策

北口商店街i]J開発の特徴は，地域住民（主に商店会）が主体的に係わ

り，武蔵野市が支援し，一体的に収組んだ点にある。その主要点は次のと

おりである(21)。

（１）スーパーブロック方式に対･する地域住民の反対・

’967年の吉祥寺駅前地区改造計画案（以下「スーパーブロック方式案」

と略称）では，まず，武蔵野市が計Ⅲiの｢''心となり，スーパーブロック方

式の開発計画を示した（図４を参川･本方式は，小街区を統合して大街

区を作り，大規模建築物の建設を可能にする利点を持つ。しかし，細道路

や道路に面する各店舗や商店街コミュニティは消失する。新たに建設する

大規模商業ビルの'二'１に組入れられ，ビルと命運を共にすることになる。こ

のため，当案に対し地域住民は反対し，次に，地域住民が中心となり，武

蔵野市が支援する形式で，商店街のコミュニティおよび小店舗群によって

作り上げてきた商店街の魅力を損なわない計画を推進することになった。

(2)ＲＩＡ（株式会社アール・アイ・エー）の招聰と連携システム

専門家集団（ＲＩＡ）の招聰は，地域住民の考えと武蔵野市の方針との統

合をI足進した。そして，地域住民，武蔵野市，専門家集団が三位一体の連

携システムを確立し，地域住民のための地域政策活動を行った。結果，昭

和40年の吉祥寺駅周辺Tlj街地河開発実施案，昭和41年の吉祥寺駅周辺都Tl丁

計ini事業計imi案を経て事業決定の促進をもたらした。

以上より，北'二l商店街の主要な幟成要素は，次に示す内容となる。

（a)地域コミュニティ発展に基づく商店街の魅力アップと歩行者が安心し

て買い物をするための歩行者専川モール（ｍall：遊歩道型商店街）を作

る。

（b)入口で直交する２つのモールをメイン・モールとし，これらモール間

を複数のサブ・モールで繋ぎ，全体として迷路性の高い買い回り空間を作
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図４スーパーブロック方式案
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１１１典：武蔵野TIT都１１丁|刑発部（1992）「吉祥寺一まちづくりのあゆみ－」６ｒ〔図をリ１１Ⅱ．

る。

（c)戦後の闇TITの形態を残すハモニカ横丁をモール内にiilI入れ，モールに

リズムと変化を持たせる。

（d)モールを織成する小売店舗群に買物客の行列ができるような人気専門
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店を作り出す。

（c)大型店が出店してきた場合にIilIiえ，モール内には出店し難いが周辺部

にはlⅡ店できるようにし，モールと大型店が相互に賑わいを生みだす仕組

みを作る。

（f)北口商店街の'1,1りを自動''1がサーキュレーションするように，道路整

備を行う。

(9)北口商店街から武蔵野市の観光資源を|Ⅱ1遊できるコースを作る。

（h)モール毎の商店会が集まる商店会連合会と商工会議所が'''心となっ

て，北口商店街の経営を行う。

②観光政策

武蔵野市の主要な地域資源は次に示す内容となる(22)。

（a)井の頭`恩賜公園は，約36万4000,,の広いエリアを持ち，約１万1000本

の樹木で覆われ，井の頭公園，丼の頭池，丼の頭|÷|然文化園を有する。井

の頭池は杣１１１上水の源泉で，江戸300年間に水源の役割を果たし，現在も

野鳥の宝庫である。

（b)武蔵l卯市は，大学・短大が８校，高校が９校立地する学園都市であ

る。成践大学は，三菱財閥の岩111奇'１，弥太が深く係わり，現在も三菱系企業

との連携を持つ。そこで，2004年度開設予定の法科大学院は，ビジネス・

ロ－を基本に，’五|際取り|交渉や知的1吋産紛争対邉応の企業法務要員や弁護士

の育成を|]指す，といった特徴を持つ。

（c)武蔵野市立吉祥寺美術館は北'三1商店街のＦ＆Ｆビル７階にあり，浜口

陽三・萩原英雄の作品を展示する。ijllli栖な映画館バウスシアターも同商店

街に立地し，大型映画fWiとは違う作,W,を上映し，会員と一般に分けた運営

を行う。

」二記(a)～(c)の地域資源を観光政兼に基づき活)1]して，新たな観光資源と

しての梢成要素を作り'1}す。その内容は，次に示すとおりである。

ｉ）高度で多様な小売業の集積地北'二1商)iii街，若年層から高齢者までが

集う都会のオアシス丼の頭恩賜公|壷１，若者が集い行き交いファッショ



ill造jlillTlTの形成とマネジメント 337 

ン・情報を発信し知を集積する学|判，llhli史的・瓜二l1的芸術文化の鑑賞

および開発的芸術文化の発信，などの地域資源をﾉｲ７機的に連携し，新

たな観光資源を生みだした。

ｉｉ）北'二'商店街を訪れたMII(客は，買物と散歩を楽しみながら他の地域資

ｉ原を訪れる。また，）'二の頭恩１１坊公|魂|などを訪れた側光客は，北口商店

街へ向かい散莱と買い物を楽しむ，といった|Ⅱ|遊性が定精した。

iii）上記の回遊性から，北'二1商店街に地域パワーが集まり，ヒト・コ

ト・モノ・情報が交流し，新たなコト・モノ・惜報がＬＭＩｉされる。そ

れらは，リピーターや新たに訪れるヒトによ')流mWiY1iされ，また

新たな情報を発信する。このような1111i環が，各柵成要素を新陳代謝

し，魅力を創造し続けている。

③地域計lllli

北'二I商)iii街の地域計Imiは，吉祥寺駅周辺都市計画事業に収敵した。その

整Iilli内容は次のとおりである。

（a)吉祥寺大通りおよび本'11J新道を新設し，既設の1K'三17|J街道と公|剥皿り

に連結し，北口商店街間域の自動I|〔がｲ１門環する道路を作った（表５および

６，図５参１１(（)。

（b)バスや他自動IlM混雑を|､避し駅前の顔を作るために，駅前北'二'広場

を拡長した。

（c)武職l1vTITは，モール中心部の来京女子体育短期大学跡地を買収し，伊

勢ﾉﾘビルとＦ＆Ｆビルを誘致した。新たに進出する大型店は，モール中心

部に既に大型店が在るため，商圏を考慮し，モールlilil辺部に立地を選択す

る，といったマグネットカ式である。

④都Tljおよび地域緑徽

2002年10月現在，武ﾙ鮒11TITに商)ili会は62会存在する。そのうち過半数の

商)i1i会は北'三'商店街に在り，各モールを'１i位としている。そして，商店会

をまとめる商店会連合会および商工会議所，支援する武蔵1IulTlJ，といった

体Ilill（以下「総合体IliIl」とＩ'1片称）が都Tl丁および地域経'灘を推進している。
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表５北ロ商店街の道路整備内容(昭和41～43年の事業決定ならびに路線認定ベース）

|(1)典：武蔵皿lilj都Tl丁開発部（1992）「ili祥寺一まちづくりのあゆみ－」から作成

表６北口商店街の広場整備内容

(広場面積）Ⅱ11000m'から新１刀400m'へ

出典：武蔵Ⅲ川都ＴＩ７ｌ刑発部（1992）「古林寺一まちづくりのあゆみ－」から作成

その内容は，次に示すとおりである(23)。

(1)大型店との共存共栄

前記の都市計画道路の事業決定にともない，1968年に西友ストアー，

1969年に吉祥寺駅ステーションセンター・ロンロン，1971年に伊勢丹，

1972年にＦ＆Ｆビル，1974年に近鉄百貨店および火急百貨店が進出した。

総合体制は，これら大型店との共存共栄をlxlるべ〈，組織強化と事業活動

を充実し，流血・経悩'などの諸'''１題解決を行った。

(2)顧客ニーズの多様化

1980年に北'二1商店街にパルコ吉祥寺店，1981年に西久保地区に稲毛屋が

オープンすると↑地元商店街への影響から，lIMf線商店街活性化対策研究会

を設け，住宅地域立地大型店との共存関係を模索した。1983年にＪＲ中央

線大型駅の立)||と八王子に駅ビルが開設すると，吉祥寺の商店街は大きく

影響を受け，顧客ニーズも不透lﾘ|になる。このため，1984年に地域小売商

業近代化調査として，女性1Ｗf者の生活行動やIWi賀行動を調査し対･応を図

った゜

(3)大型店の躍進とガイドライン

バブル経済時に，大型店がアンテナショップ進ｌｌＩ，休日削減，営業時''０

延長などを行い，売り上げを拡大した。そこで，総合体制は，大型店調整

都11J計画適路 (新設）Tl｢祥寺大j、り－１W１１貝22ｍ×延長290ｍ

本'111新jii-IWii員16ｍ×延長230ｍ

(}'《llliil）平ｲl1jIHりlWii貝一lIlllmから新16ｍへ

公|ﾎﾞljmり１１]iii員一'１]9.1ｍから新16ｍヘ

区、i〕１１路 (モール|ﾉl〕ii[路）IWii員８ｍ×処l造176ｍ

幅貝８ｍ×廷I)319ｍ
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図５北ロ商店街の道路整備計画図
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■■都市計画道路(市施工）

■■■鴎都市計画道路(都施工）
騰蕊鰄蕊l区画道路、市道認定路線

111ﾘ！：武蔵11\iljfilITlT開発部（1992）「吉祥が一まちづくりのあゆみ－」９１〔|叉|を引)Ｕ、
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項'二l検討委貝会を設殻し武蔵l1lTlTとガイドラインを検討した。

(4)大規模小売),l制i法の廃｣'2

1992年に大規棋'１，売店＃11i法が廃｣|:され，大型Iitiから１１''|､商店を保護する

政策が終焉した。法改Ⅲに対応し，1995年に吉祥寺地域商業近代化計画策

定事業を実施し，了'7杯寺商業2005アクションプラン報告書を策定する。そ

して，1997年に吉祥寺商業シンポジウムを開｛|Mし211止紀の吉祥寺商業を模

索，1998年に|TII報告響を実施し，吉禅寺の現在と未来をTl丁民やTIJ政へ提案

する吉祥寺会議が発足した。

(5)吉祥寺会議の戦略提案

現在，北'二1商),!i街は，業務核都Tljの立Illや八LIi子商圏と競争し，大型店

と競合かつ共有:共栄を行う。また，不透'ﾘ|さを噸すiWi動向の対応が重要

である．そこで，吉祥寺会議は，次の戦略案を筑定した(24)。

（a)自らまちのポテンシャルや能力を正確に捉え，これに基づき為すべき

ことの限定メニューおよびやれることの実際的プログラムづくりの必要

性。

（b）「商業ビジネス計1mi」と「都TIT基盤盤011猯'1mi」を敢えて分けて理解す

る。

（c）「短期的に変化の著しいソフトを見る'１N」と「交通，防災，アメニテ

ィなど長期的なまちの'１１．格要件となるハードを見るｌｌｌＵのiili方を養う。

(6)情報発信とTlJ民大学運営

1975年３）]から（株）吉祥寺'|背報発信センター発行「週刊きちじょう

じ」が情報発信を行い始め，2003年１０月３１]で1491号を迎えた。過'1回|Ｍ１

識する地域住氏迎'獣の吉祥寺村立雑学大学は，1979年10)]から2003年９月

281｣までに1,1721ⅡⅡ｝'1識，「週刊きちじょうじ」とタイアップしll1iii広い分野

の識mliを集め，地域住民の知ｉ１ｗベルや吉祥寺への関心向上，まちづくり

収組みの積極性，を養っている。

(7)最近の動向は，大学Llﾐの141主Wf究グループが吉祥寺の観光資源を発

掘・開発し，まちづくりへ反映する企imiを作Ｉ)，2003年１０月に，地元の
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｢まちづくり観光機織」（ＮＰＯ法人''１諸'１１)，地域住民などとフィールド

ワークを行った(25)。

３．２２考察

１）都市および地域政簸による地域計画の誘導

①都１１Jおよび地域政莱の特徴

北'二1商店街を'二''心とする都市計ilIIi榊造(２６)は，四へ近|灘商業地域，第一

極住居地域，第一枕'１１i{：ljlW住)iIi専用地域，節一極低１W住居地域のIllHに線ﾘ｜

きされ，束も似た地域地区であ')，北は五l]市街道を越えると第一種低)櫛

住居地域が広が')，南は平ｲ'1通')を越えるとＪＲ''１央線が走る。つま})，

都ＴＩ丁計画上，北'二1商店街は，現状以上の、的拡張は望めない。しかし，周

辺地域の人1]集積に蒲'二|すれば，北1二1商店街の知所は，地域住民が毎Ｉ]買

いlI1l)できる小売商)ili群地域という長所へ変わる。その長所を強みにする

ために，都Tl丁政策が必要である。つまり，この場合，地域が持つ弱点や短

所を的碓に捉え，リj1みへ変える戦略が都Tl丁政策である。

②地域計画のコントロールと都市の誘導計画

地方自治体は，法的根拠を持ち，補助事業に直結する担保力の強い地域

計画（ハード計lmi）簸定に力を注ぐ。多くの場合，ハード計画を優先する

ために，地域住民の総意を見失い，地域の短所を強みへ変換できない，市

場動向に対･応が遅れるために計、が途中で頓挫する，都Tljが計画とは違う

方向へ自己組織化する，といった課題を持つ。前記のスーパーブロック方

式案は，都市政策が希iWiな地域計画と見なされる。そこで，都市政策が地

域計画をコントロールし，都Tl丁を良い方向へ誘導するi汁i山iが必要となる。

その内容は，次のとおりである。

（a)地域住民が'二1分のまちに強い関心を持つ。

（b)地域住民が積極的にまちづくりを推進する。

（c)地域住民が望むまちのあり方を模索する。

（｡)地域住民を中心に１１１治休およびまちづくりの専|Ⅱl家などが連携する。
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（e)都Tl丁政策をまちづくりの戦ll1バシナリオと見なす。

（f)まちの将来像の|=l的および[|標を1ﾘ]雌化した上で，まちづくりの戦略

シナリオを策定する。

(9)戦略シナリオに基づき，まちづくりに必要な法令内容・財源・スケジ

ュールなどを検討する。

（h)戦略シナリオに韮づき，１年'''1毎に遂行すべき戦術シナリオを策定す

る。

（i)戦術シナリオに基づき，１ヵ)1ｲirに遂行すべきアクションプランを策

定する。

（j)上記の戦略シナリオ，戦術シナリオ，アクションプランに従い，地域

計画を策定しコントロールする。

２）観光政莱による地域(illi他の創造

①田村｢ﾘ｣の見解と観光政莱

全|画至る所にＷ[する地域資源をブラッシュ・アップして観光資源化し

た例は少ない。それは，地域資ilIiiの見立ての希薄，観光政策の欠如や誤り

などが原因である。そこで，ＩＪＩ村lﾘlが示す地域Iilli値の要素と評Iilli（表７，

８，９を参!'<()(27)を取上げ，「まちづく｜)は風土と歴史がベースになり，

その'１１に佃iｲlhを発凡し，それに人の'営みを力||えて，いっそうIl1li{1kあるもの

にする行為」と述べる内容から，観光政策と地域IilliIiiIの関係を検討する。

②観光政莱の視点

観光政策は，地域I111iｲ直を)iLlllし，育み，各ｲllli{|h[を連携して棚光資源化

し，集客を目的とする。つまり，＿'二記の田村見解と－部重なるが，札|違点

は，観光政策が集客にウエイトを紐〈点である。

③３Iilli値の連携による観光資Ⅷ;(の刎造

米|玉|ネバダ１１ﾄ|ラスベガスは，人1二110万人の砂i奥の小部TlJだったが，観光

政策の成功により，２０午後の今|]120万人の大都ＴＩＩヘと変貌した。政策の

特徴は，次の二点にある(28)。まず，１Ｍ暖で幕らしやすい気候を活かし，



filIji1rlillTljの形成とマネジメント

表７地域価値の13分類
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気象，１２１然，人文的|：1然１JM;(，INi築物，ストリートファニチャーと秘釛物，イベント，景観，

券ＩｊｉＩ気，人１１１１，飲食物，特))ii1Vl・地域雌業，物語・事('|:，杣に1のﾉﾉ法

ｌｌＩ典：１１１村Iﾘ１（2001）「まちづくりの実践」から作成

表８地域価値の大分類

風=ＩＪＩﾘIIlIi仇、歴史的Illli化、人の樹･み的Ｉ１ＩＩｉ他

}{}典：｝１１村Iﾘ１（2001）「まちづくりの実践」から作成

表９地域価値の評価ポイント

美しさ，スケール，特』ｌＷｌｉ，jWiき，ｉｌｌｉｌ二1さ，ＬｌＨき21ﾐきした感じ，気付l)ｌｕさ，親しみ見やす

さ，iMiけさ，味わい深さ，ｌＭｆのil?iざ，感dil)させられるもの

}Ⅱ典：１１１村Iﾘ１（2001）「まちづくりの実践」から作成

ニューヨークのビジネス辿]峨者を祇極的に受け入れ，fir銭的に余裕のある

高齢者の定住人口をjMl川させた。そして，健全で多様なエンターテイメン

トおよび国際コンベンションのMlMをiil能とするソフトとハードの開発盤

｜illiを重点政策として実施した。すると，）ii+住する商iliM，訪''１)する高齢者

の家族，コンベンションに参〃Ⅱする各国々の人々などがエンターテイメン

トに金銭を１W賀するリピーターとなり，他の観光客も１１乎ぴ込んだ。さら

に，観光客が増川Ⅱすると航空路が軽ｲilliされ航空産業がiiIi性化し，高齢者の

ためのへルスケア欧業が誘致された。以上から，地域資源である温暖な気

候を'''心に，新たな資iljiiを|刑発し，それらを有機的に連鵬する棚光政策が

小郡TITを大都市へ変えた。このラスベガス事例を前提に，元々地域が持つ

{I1i(１A〔と新たに開発したIllliｲ1(〔を掛け合わせる方法は，観光政策_し有効性が高

い。つま')，表８の内容に，「|;M発的Iilliｲlh」を力|ｌえ，瓜二'二的｛llli他，歴史的

IUiｲ１１２，開発的(ili他（以下31111i値と略称）を連携し，そこに地域住民の'尚み

的lilli値が作川し，新たなｍｌｌ造的な観光資源を生みだす。以」二を図６に示

す。

④グローバリゼーションとの掛け合い

観光資源のパワーが架'１Ｉする北口商店街は，他地域から流入するヒト.
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コト・モノ・情報などによって常にリフレッシュしている。つまり，新し

い観光資源を生みだすには，他の地域との交流や先進的なヒト・コト・モ

ノ・情報などの往来を必要とする。また，’二'１１三1貿易協定（FTA：Free

TradeAgreement）締結などl玉|際化の急速な進展を考慮し，グローパリ

ゼーションとの掛け合いが重要になる。地域の固有性と世界の共通性が触

れ合い，新たな観光資源を生みだす。そこで，観光政策の概念モデルとし

て，図７を示すことができる。

３）住民主体の都市および地域経営

(1)北口商店街を111心とする都Tljおよび地域経営は，前記のスーパーブロ

ックカ式案を契機に本格始動した。つまり，小売店舗群で織成される北口

商店街の命脈は，既存の地域コミュニティと直結する地域ビジネスだっ

た。この命脈を断たれそうになったことが，地域住民の結束を瞼lililにし，

都市および地域経'溝へ駆り立てた。また，商店会連合会と商工会議所は，

武蔵野市の支援のもとに北[1商店街の度重なる危機を幾度となく乗り越え

た。そして，人々の吉祥寺への関心は高まり，観光政策と札|侯って，都

Tl丁・地域の魅力を創造し続けている。

(2)近年，都Tlj・地域経営にメディアが力Ⅱわ')，まちの魅力を発信しつつ

知的交流の場を形成し，利審関係の少ない地域住民がまちづくりへ参力Ⅱし

始める。さらに，ＩＴが一般化し，メディア・ミックスが生まれ，都市．地

域住民を中心に様々なジャンルの人々がまちづくりへ参加するようになっ

た。特に，周辺大学の学生が'二l主的にまちづくりへ参力Ⅱし始めている。柔

軟な視点を持つ学生の参miは，今迄の都市・地域住民，自治体，専''11家集

団の連携によるまちづくりから，さらに新しいまちづくりのあり力を予感

させる。

以上から，141己組織化する都Tljの地域経営について，次の内容を示すこ

とができる。

（a)既存の都Tlj・地域コミュニティを基本に置く。
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図６観光資源３価値の連携
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図７観光資源とグローバリゼーション

グ

（ 

値

開発的価値
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（１）)コミュニティ・ニーズに蕪づき，ヒト・モノ・コト゛情報が流通する

ビジネスをfill造・発展させる。

（c)上記(b)nJの場合，地域住民が'''心となり|÷１拍体は支援を行う。また，

専'''１家を州ｌ１ＩＩし述挑を図る゜

（｡)地域Ｉｌ１１ｉ(ihのｌｌＷｊをメディア・ミックスにより継続的に発信する。

（f)まちづくｌ)勉強会をメディアと連動して述悩'する。

(9)柔軟な視点禅入のために，対象地域のliW辺大学学LIiが，まちづくりへ

1二1主参力11できる環境を終える。

（b)地域住民，１４１治休，NPO，市民起業家，Ili〔|Ⅱ|家，大学リーダー，学

生が連携しまちづくりを推進する。

（i)まちづくりでは，プロジェクト発生時に，コンペノノ式によ')優秀作品

(計I1m1案など）を決定する。

以_上に示す都１１Ｊ・地域政策，糾光政策，都ＴｌＪ・地域経'灘は，jlillTlj・地域

のエリアを対象とし，より良い方lhlへ'二I己$I[紬化する幟成要素であるた

め，エリア・マネジメントの要ｌｋ１として位殻づけることができる。

、自己組織化する都市と産業集積の誘導計画

１iii記II章から，｜÷1己組織化する都TlJと産業災械の(|舌組みがlﾘjらかになっ

た。そこで，次に，’二ＩＵ組織化1111論をlﾘ]砿化し，その結果に』,喋づき都TITと

箙業集積の誘導計Iliiを検討する。

１．「|己iMI織化のI1ll論的1V最(29）

’41己組織化､11論は，41ﾐ物学，物1111学，化学などの学''１]分卿では，比較的

早い時期からｲﾘ｢先対象になっていた。検討課題が災証されたのは，パソコ

ンが艸及し，人のIIiと手だけでは数年かかる:襖雑な計算式などが，手Ｉ峰

に，11'1座に，｜Ⅱ|答をｲ!｝られるようになってからである3)。また，ゲーム理
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論においてＭＬＩ已糺l織化がllX-ILげられ，今l｣の都TlJllll魁へ対1芯する－つの

回答が発表された。

以上の研究結果を蹄まえ，次に'二|己iill織化のメカニズムおよび数種類の

分野の|当I己組織化ＩＩＬ論を示す。

１．１１÷ＩＤ組織化のメカニズム

’二l己組織化とは，ランダムな状態になろうとする力と秩序ある状態を創

造しようとする力が生じた場合，後者が前者に打ち勝ち，結采として，秩

序ある状態ができ上がることを示す。エントロピーが哨人し続けるにl然界

は，常にランダムな状態へlfTlかうが，雪の紬鼎,や生物体のような自己組織

化構造が生まれる。｜当I己組織化がLLLしる場合，バラバラな各榊成要素が１１１

瓦に連携し，協|刑A象を起こし，’1舜時に秩序化する。｜ﾙ1,|刑A象は，非線形

現象であるため，ｌ＋ｌが必ずしも２にならずに，１０にも100にもなる。

このため，自己jMl織化によって生じた秩序は，各榊成要素の右する性質や

性格等の範''１壽からは考えられないような，今までと違った新しい椛造体へ

生まれ変わる。

1.2パソコン業界の'４１己組織化

パソコンが急速に杵及した最初の時期は，1970年代木から1980年代へか

けてであった。この時期のパソコンＯＳは，パソコン機器メーカーが独rｌ

図８自己組織化のメカニズム

ま
秩

とま

った一群バラバラなI各要素
一一

ダム IUE＞ ランダム 秩序

協同現象
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で開発したソフトを使っていた。この場合，メーカー毎にＯＳが違うた

め，あるメーカーのパソコンで作成したデーターは，他メーカーのパソコ

ンへ入力することができなかった。パソコンは，機jMidl11およびliiL独利ＩＩ１を

基本とした。ところが，米|玉|からl1mi期的なＯＳが導入される。アップル社

のＭａｃＯＳとマイクロソフト社のＭＳ－ＤＯＳである。iii者は，後者の機能

をはるかに凌いでいた。このため，ｉｉｉｊ者は，功(''１|家が仙)|Ｉするアプリケー

ション・ソフト（イラスト，写真)llI工，企iIIllなどに利Ⅱ]）を数多く従えて

いた。しかし，アップ゜ル社のパソコンにのみ仙１１]できるだけで，他社パソ

コンには仙)|]できなかった。マイクロソフト社は，ｌ仮売戦略として，ＯＳ

を他社に公Mllした。どの機枕でも使うことを可能にしたのである。このた

め，パソコン機器メーカーは，ＭＳ－ＤＯＳを'二1社製,Ｈ１のＯＳとして採用す

るようになる。アプリケーション・ソフトの什社も，次々にＭＳ－ＤＯＳへ

適合するソフトを供給した。しかしこの段'1Wでは，まだＭａｃＯＳのア

ーキテクチャーが優れていて，上記の専ｌ１１ｌ家川ソフトはMS-DOSに対･応

していなかった。そこで，マイクロソフト社はＭＳ－ＤＯＳを改良し，Ｍａｃ

ＯＳのアーキテクチャーに類似したWindowsを作りだす。すると，どの

機櫛にも仙１１}できる販売戦''1%がiii1挺にあるため，ＶｊｉＩ１Ｉｌ家)１１ソフトも含め，

ＭａｃＯＳよ'）もWindowsを正視するようにな')，ほとんどのアプリケー

ション・ソフトがWindows適合となり，ＭａｃＯＳを二の次に置くように

なる。さらに，パソコンに仙川する機材，liljl辺機器等がWindows対鬘応と

なり，これらもＭａｃＯＳの対1芯をあま')重視しなくなった。Windowsが

パソコン体Ilillをほぼ掌鵬したのである。

以上のＯＳのシェア争いから，次の内容を示すことができる。

当初，パソコン業界は，メーカー毎にｲlJjl別のＯＳを使用していたため，

111独利)11をEj三流とするランダム状態だった。特に，ＭａｃＯＳとＭＳ－ＤＯＳ

が導入され，iilij者のシェア争いは，ＯＳを公|刑したＭＳ－ＤＯＳにｉＭＵｌが上

がる。しかし，アーキテクチャーの優劣から，ＭＳ－ＤＯＳは寺''１１家が仙１１］

するアプリケーション・ソフトを取込むことができなかった。また，パソ



fill造祁市の形成とマネジメント

図９パソコン業界の自己組織化(30）
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MS-DOS、MacＯＳ
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コン機材および周辺機器等のハードは，一方のＯＳに収敞せずにランダム

状態だった。

マイクロソフト社は，ＭＳ－ＤＯＳを改良し，ＭａｃＯＳのアーキテクチャ

ーに類似するWindowsを発売した。すると，ＯＳを公開しているために，

どのパソコンにも適合できることから，ほとんど全てのアプリケーショ

ン・ソフト，パソコン機材，周辺機器などのパソコン業界を榊成する要素

は，時を待たずにWindows対応へ収敵する。つま|)，各織成要素が協同

現象を生じ，ランダムなパソコン業界を秩序化した。

１．３１１１地住民の'二I己組織化

社会学者トーマス・シェリング（2005年にノーベル経済学賞受章）は，

著書「MicromotivesandMacrobehavior(31)」で，団地住民の僅かな動機

が地区全体を大きく変える，といったゲーム理論を発表した。シェリング

は，８×８の升'三1に曰人と黒人を交互に住まわせ，彼等は孤立することを

恐れて行動すると仮定した。このため，交互に肌の色の違う人種の住宅が

配置されたとすると，一見安定した１１１調な均衡を作りだしていると考えら

れる住宅地区が，実|際には住民が孤独を感じ，いつ引j越しても不,思議でな

い不安定な地区を形成している。そこで，１人の住民が，今のままでは不

安なため，向かい合う|鎌人と入れ替わり，’二1宅回りのI鎌人達が|司人櫛であ
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図１０団地住民の自己組織化(32）

(注）便立的に８×８）|･としていないが，ｌ前]等の結果を得る。●は111人，△は幾人を表す。

る安定した柵造を作ったとする。すると，他の住民に連鎖反応をL上じ，住

民達は次々に移血Ｉして，’二|人|司士および黒人同=上の|沖（クラスター）を作

ることになる。つまり，不安定な柵造から安定した人きな秩序が形成され

ることになる。

以上のゲーム１１１１論から，次の内容を示すことができる。

①不安定な融合状態は，ほんの微細な動機によって崩れ，ランダム化す

る。

②櫛成要素（住氏）の迎鎖反応によって，１１舜時にランダム化する。

③ランダムな状態から柵成要素が協同し，安定した新しい秩序を作りだ

す。

④不安定なMII今状態は，大きな新しい秩序を作りだす。

上記内容は、ＪＩＬなる人枕だけでなく、異なる所ｲ1lL1ij、異なる商業施設

群，異なる文化集卜11,異なる宗教集ｌｌｌなどにおいても|可じ結果をＬＩｮむ゜
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１．４脳神経細llU（ニューロン）の'41已糺[織化

人illIのⅢ|《''１経細胞は，｝u親の胎|ﾉlで成長する'''１に形成され，約150億個

となって生まれｌｌｌる。その後，身体は成長するが脳杣絲ﾎﾟ'''１Ⅱ１１の数は噌力l'せ

ず，徐々に死滅し減少する。しかし，身体の成長とともに脳全休の重品は

増力Ⅱする。出生UfI後で､約4009,半ｲ'1後に約8009,10歳て､約14009に達す

る。脳神経細胞は減少するにもかかわらず，正量が噌力||するのは何故だろ

うか。外部から入力する情報が各１脳Ｊ１(''１紙$llllluを刺激し（振動し)，脳ｲ''１総

$lllIlU相互を連結する|Ⅱ|脇網をLIi成する。つま')，｜nlWf数の｣帥||が脳重最の

増力Ⅱへつながる。そして，｜Ⅱ|路網が複雑化すればするほど脳刊'総細胞の結

合が密になり，考える力や判断するﾉﾉなどがパワーアップする。

ここで亜要なことは，インプットされたI11i報が脳杣絲ﾎﾟｌＩＩ胞を刺激し，$lll

IUの|芒|己)lill織化を促して，複雑なネットワークを柵築することである。つ

ま')，ランダムにｲ｢:在する脳;|(''１経ﾎﾟlllllUがそれぞれ'二１分の役割を)11出し，協

同してネットワークを柵築する。ネットワークによって，集団で重要な働

きをすることになる。つま')，’二|己jllll織化によって，脳ﾈ''１総ﾎﾟIll11Uは今まで

図１１脳神経細胞の自己組織化(33）

蝋
生後３カ月 生後１５力 生後２４カ月
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とは迷う異質な|蒜造休へ変わる。

１．５１４１己組織化IL1l1論からｲ11ＩｌＩｌされたシステム要因(34）

前記1.1～1.4の内容から，’二|己組織化システムの要|X|として，次の表１０

を示すことができる。

2．誘導計画－１（場のマネジメント)(35）

前記のポーターおよびクルーグマンの研究，事例研究ならびにその考察

から，情報化社会において，都市機能としての産業集積の誘導が知恵に基

づく「場のマネジメント」であること，そして，141己組織化理論の考察か

ら，マネジメントすべき要素が兄ＩｌＩされた。そこで，次に，誘導計画の手

法として，ナレッジ・マネジメントおよびホスピタリテイ・マネジメント

を適用し，その活)'１方法を検討する。

表１０自己組織化システムの要因

要素Jr〔'三１ 内容

①協同１Ｍ象 状態がランダムから秩序へ|可かう時に，各榊成要素は１２１身の役;'(１１を分担しhli

動しつつ，lMllZに協liⅡして一つにまとまる。

②朴1転移BL象 協l可１Ｍ象がL'三じる時Ｕ ランダムな状３６は一変し，急激に－つにまとまり，人

きなクラスターを形成する。この時，各柵戊要素は秩序化のために統合化ざ

れるが，Ｊ|:線形であるため，１＋ｌが必ずしも２にならずに ， 10にも100にも

なる。このため，各要素の性質やlVli格とは違った』'Ｗ〔の秩序体が新たに生ま

れる ０ 

③触媒作)Ⅱ 上記①および②が２１兆る時，各IMi成要素は触媒として働き，反応速度を速め

る。これも，非線形であるため，各榊成要素を〕、じて伝達される↑iｻﾞ報の量や

質は，減衰しない，そして変化しないで，末端の柵成要素まで到達する ◎ 

④部分の作１１｝ 不安定な秩序は，′I､さな動機（部分の作)'1）でランダムになり，そして大き

を秩序を４１きむ。不安定な状態は，常にランダムな力lh1ヘ進もうとする。しか

し，｜怖成要素の一部がｲiりらかのり;(lkI（IN-PUTliI州I等）で作動すると ， 他の

構成要素も〕Ｍ１(反応をLl化，まず，バラバラなランダム状態となるが，次に

協同IIL象を１１兆て秩序化する。

⑤怖報品とネ

ツトワーク化

外部からの情報の品と質のIN-PUTjW減により

る。また ， 

ネットワークの疎密が決ま

ネットワークの形成は171い１１#j0lに決まる。つまり

ネットワーク形成に影郷を与えることを示している。

， Ii1i報の誘導が
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２．１ナレッジ・マネジメント

ナレッジ・マネジメンM1ll論は，！'ﾘ'１１ｲill次郎（カリフォルニア大学総'断

大学院ゼロックスAll識学特別名誉教授）が示す知識fill迭と場の創造を|可時

に行う知的fill造企業にUMする理論であ')，現ｲ[，111:界の多数の企業が採)1］

し，経営・研究開発・事業↑i'１造等に活１１]している（この場合の「知識」と

は，iilj記する「知恵」と同格と見なすことができる。そこで，以下文から

｢知恵」の代わ')に「炎Ⅱ識」を仙１１]する)。

ナレッジ．マネジメントは，知識fill造企業を［|的に，現在，様々な企業

が|当Ｉ社の競争優位戦ＩＩＩｈを１１剛|Ｉする上で活川する重要なマネジメンM1l1論と

なった。脈業界におけるナレッジ・マネジメントの台11mは，ダウンサイジ

ングの結来，企業にミドル・マネジメントが少なくなったこと，また，８０

年代以降にビジネスモデルが大きく変化したことなどから，知識の資源化

や新たな知識の創造が必要になったことから起きたと考察される(36)。

以ｌｚから，都ＴＩj機能としての産業災祇を誘導する」1で，知識と場をhll造

し述悩霞するナレッジ・マネジメンM1l1論を応１１]すると，次の|ﾉﾘ容を示すこ

とができる。

①ナレッジ．マネジメントは，イllil人の内に満む階！Ｍ|をiii提に，糺l紬に

おいて，各場（共|司化・表lll化・迦紬化・内irii化）をﾊ'１造しつつ，知識創

造及び知識の資源化を行う。この方法論を産業集横を柵文する場のfill造に

活１１)すると，次の内容を示すことができる。

（a)地域住民やベンチャー企業等が，各々に地域文化をlllllIIiする（１１１１F黙知

を独得する)。

(1))各人がコミュニケートすることによって各個人や各企業等の関係性を

榊築する（ilIl織化し，イlhl人や企業の関係性による場の形成へlhlかう）。

（c)各ｲlljl人や各企業の関係性に基づき，地域文化を考慮した場をfill造す

る。

（｡)場のfill造と|可時に，文化的な有１１]化Illli値を兄い}|}し，コンテンツ（形
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表１１ナレッジ・マネジメントについて(37）

1．’二I的一知識｢ill造企業の形成。知識nll造企業の特徴は，次のとおりである。

①IllliI1hの源)iLを知識に殻きながら↑|Ｉにイノベーションを行う。

②'1常的なM｢i客|Ｍ１題解決顧客との協調作業，複雑な環境1<でのI:Illlで機動｢１９を組織行動

等を通じて，知識がfill造的に巡化する。

③グローバル･スタンダードを柵築する。

2．」ルー知識ｊｌｉＩ造は，{lＡＩ人の１A1部，｜'61人と個人の関係，仙人と環境の１Ｍ糸から４１兆る゜

①知識創造の場は，ｌ=|的に適した|ﾉﾘ容にﾊﾘﾘ変えていく。

②{|Ａ１人とｲ'''1人，仙人と環境といった関係性で榊成される場は知識と－体である。

③つまり，知識fill造と場のfiII造は|両1じであり，ＵＬ)係WliをINi築することになる。

④場とは，物mI1的空1111（オフィス，業務空ｌＩＩｌ等)，仮想空'''１（電子メール，ｆＩｉ子会議等)，

メンタル・スペース（共通体験，アイデア，］qll念等）を示す。

３．知識一知識を暗黙知と形式知に分けてIlllえる。イl'し，これらは一体のものである。

(１１%1ＷH1） 

①個人の総験に根ざした主観的な知識。言葉・文章・数字・式等では表現不TJ。

②コンテクストに強く依存し，信念，イメージ，『[感，メンタル・モデル，熟練（職人の

専１１１技術等）などを示す。

(形式知）

体系的言語で伝達できMI1識。コード化された知識。

(知識交換のダイナミクスー４つのモー

ド）

①共同化（socialization）

１１府黙知から'1冊黙知へ。経験を共ｲ「

して暗黙知を(iilhfiするプロセス。

②表'1)化（extemalization）

llHWM1から形式知へ。I1if黙知をIﾘl

Iiniなコンセプトや言語で表1Mするう゜

ロセス。

③連結化（colllbination）

形式知と形式知を効采｢１９に組合せ

る。会議，e-mail，地話等を媒介と

する。

④内面化（internalizatioll）

形式知から11冊黙知へ。連結化をjln

して得た新たな知識を'1舟黙知に内ｉｉｉ

化する。

図１２知識創造と場(38）
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式知に相当する）を↑ill造する。このコンテンツの枕類が多いほど，地域住

民やベンチャー企業等の|÷I已実JIAやl当I社実現の機会は増川Ⅱし，かつ，地域

のliljlｲT資源を活用した地域産業などを創造する機会も｣輔える。

②ナレッジ・マネジメントは，知識jliiI造と場の創造をスパイラル化しつ

つ広げ，知識を蓄えながら，さらに譜えた知識を活)1]することによって，

事業活動と組織領域を遠心的に拡大する。そして，精報ネットワークに基

づき，グローバリゼーションに対)芯するグローバル･スタンダードを次々

に柵築することを［1論む。この方法論を場の運用に活１１]すると，次の試論

を示すことができる。

（剛)地域住民やベンチャー企業等で椛成された集団Ａは，〈場Ａ〉で創造

したコンテンツＡを活)Ⅱして，ビ|己突現や|芒Ｉ社実現のためのシステムを

椛築したり，地域産業を↑ill造する。例えば，’二I己実現や|当Ｉ社実現を情報発

信に求めた場合，集ulAが創造したコンテンツＡを'Ii1i報雑jlilIlのネットワ

ークで，各地域及び各国へ発信することになる。これを行うためには，情

報発信に必要な地域Ⅷ|背報システムを柵築し，Ⅱ常的に１１\報を管理しなけれ

ばならない。そこで，システム柵築や情報管〕i1l1は，その地域固有のスモー

ル・ビジネス（またはコミュニティ・ビジネス）として成立する。

（１）)'二記の集'１１Ａがfill造したコンテンツＡを前提に，柴ＵＩＢがく場Ｂ＞

の形成にコンテンツAiili)|Ｉすることを考え，コンテンツＢを創造する。

集ｌ１１Ｂは，コンテンツＢを活川して新しいスモール・ビジネスをfill造す

る。同様に，集団ＣはコンテンツＣ，集lillDはコンテンツＤ，……とい

ったように次々に１４１□災現・自社尖川システムや事業Iiilil肋を拡大し，集'１１

(組織）を大きくしていく。さらに，情報」iL1illlによって，グローバリゼー

ションとの対1j芯を図りながら，事業においてグローバル・スタンダード化

を'三|論むことが可能となる。

2.2ホスピタリテイ・マネジメント
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ホスピタリテイ・マネジメントは，）!、l象とする分野ならびに範lJII1が広く，

将来的には様々な観点から，学際的に1iili111されることが期待できる理論で

ある。現状では主に，経営学や経済学の分ﾘﾘに関係した研究が多い。その

なかから，ホスピタリテイ・マネジメントのllMi念について盤I1I1し，その内

容を表12に示すものである。

以｣二から，都市機能としての座業集穣をiiii提に，知識と場をfill造し迎悩′

する上で，地域住民やベンチャー企業等が，各々相互関係を柵築する際に

ホスピタリテイ・マネジメント肌論を応川Iすると，次の内容を示すことが

できる。

ホスピタリテイ・マネジメントは，Ill1l人とｲlljl人，仙人と集団，伽|人と地

域文化等の関係性のlIiiM界領域における社会Iiiiml1（マナード）を形成し，多

元的共創をjlilllにした満足度や'二|己実現を|=Ilflす。このことから，産業集枝

を樅巡する｣1で，知識と場のfill造および連'嵩において，ホスピタリテイ・

マネジメントは，他１人と個人，他１人と集'111,イllil人と地域文化等の関係性に

深くljM与して，相互に満足できる倫I1ll感を形成しながら，自己実現や141社

実現のill造，馴業活動の誘導などをデザインする(40)。また，ホスピタリ

ティ・マネジメントを有効に活)|Iするには，相互の関係性を把握すること

が重要だが，その方法は次に示すとおりである。

表１２ホスピタリティ・マネジメントについて

'二1的一社会倫ＥＩＬに基づく{161人や組織の多元的共｢iⅡによるｲ'１１１:ilMi足ならびに自己尖りLを1=Ｉ的と

する。

①ホスピタリテイは，「もてなし」を起iMiとし，（lib１人と{|ＡＩ人，佃1人と組織，llHil人とモノ，｜１１，１

人と環境等の|M(界領域を社会倫理（マナード）化する。

②ホスピタリテイ・マネジメントは，ポ'1締（'１;(･ｲ||・ｊｌ:'剛||を'''1わず）の事業'二1｢1ﾘを達成する

ために，ＬＩＡ命の〕WL厳をiiii提としたｲIIn性の111(｣［11リ;よび多〕〔jiI(｣共fillのlHUul1を主ililllとしたjllill巡的

進化を条件として，］ql1念・政策・分イルiilmi・逆ｲ｢・統Ilillの過腿を$１１織的に統合する段llllfで，

総済的交換を含む多元的共『ｉＩの人llIllllli値を↑iⅡ造する(39)。



fill造都市の形成とマネジメント 357 

①都市機能としての'1:業集積を前捉に，集'11やコミュニティにおいて，

社会倫理を形成するには，個人とｲldjl人のllli雛や地域文化等の距離を理解す

ることから始まる。つまり，イ|]瓦に満足する「１１|］（ま)い')」を把握するこ

とが重要となる。しかし，〈間＞の把握は直感的であり，感性に負うとこ

ろが大きい。このため，空|H1的・時Illl的距離感をおおよそく見立て〉るこ

とが必要となる。そして，〈兇立て〉られたIllT雌感は，決断すべく〈見繧切

る〉ことになる(42)。〈見立て＞とく几切る〉は，一連の身体的動作として

瞬時に行わなければならない。このため，iii以て身体に｛|多得しておかなけ

ればならず，そのためには熟達者の指導や訓練が必要となる。

②〈見立て〉やく見切る〉を形式知へ変換するにはく型（かた)＞が必

要である。〈型〉は，言葉，文章，図等に表すことが可能な歴史的・経験

的・合理的な身体作法である。

③〈見立て〉やく見切る〉に限らず，１１高黙知の多くはく型〉の原形を有

し，〈型〉を通じながら，イlBil人の人格的行為や企業のコーポレート・アイ

デンティティを把握するが，またｲ|&|人や企業はく型＞を保障の対･象にし

て，創造的'二1己表現に取り組みながら圓己実現や'二1社実現へ向かう。

上記①～③に基づき，ホスピタリテイ・マネジメントは，知識と場の創

造および運営において，〈|H1〉の把握とく型〉を媒介にしながら，集団や

コミュニティに必要な社会倫理を形成し誘導する。

２．３ナレッジ・マネジメントとホスビタリテイ・マネジメントの相互補

完活)|］

前紀のナレッジ・マネジメントとホスピタリテイ・マネジメントは，

各々の持つ特性の違いから，知識と場の創造および運)Ｕにおいて，それぞ

れに活用方法が異なる。その内容は，次に示すとおりである。

(1)ナレッジ・マネジメントは，知識と場づくりに遠心的に作用し，地域

住民やベンチャー企業等が対･象地域に次々と知識と場を創造しながら，同
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時にコンテンツIill造を行ない，そのiiiul〃|を)〃《大する。

(2)ホスピタリテイ・マネジメントは，ｈｌＩ誠と場づく’)に求心的に作川

し，集団やコミュニティの内部へ入り込み，各ｲlljl人相互の満足できる関係

性を椛築する。つまり，場の内部に，イlljl人のモチベーションを前提にした

1二1己実現を可能にする多元的共伽I|システムを柵築するため，システムを統

御しながMill識と場を誘導することができる。

(3)したがって，ナレッジ・マネジメントとホスピタリテイ・マネジメン

トをﾎⅡ1[ﾈＩＩｉ完的に活１１Ｉすることで，知識と場のiill造や誘導を行うことが可

能になる。

(4)前記するように，情報化社会における都市機能としての朧業集積は，

クラスターをﾄﾙljliiする各要素相互の変動に基づく'二I己組織化現象である。

知識や場のjliiI進および誘導は，これら要素相互の関係を椛築し誘導するこ

とにほかならない。

(5)つまり，クil1識や場のfill造および誘導は，）』13業柴枝の１４１己組織化を誘導

し，同時にjlillTIJのrl己組織化を誘導することになる。

２．４都Tl丁・地域人材ネットワークの形成とＭＩＩ“3）

ナレッジ・マネジメントおよびホスピタリテイ・マネジメントは，都市・

地域や雌業集械を柵文する住民やベンチャー企業等を主Dlilllとした都ＴＩＴ・地

域人材ネットワークが活Ⅱ]することになる。都ＴＩＪ・地域人材ネットワーク

の柵成要素は，住民のリーダ・I当|治休・ＮＰＯ・火!)１Aのリーグ・TlJ民起業家

(ベンチャー企業家）・デザイナー等である。彼等が各々に役割分担し，雌

業集績にlMIむ。これらの人的要素が迎桃をｌｉｉｉめ，’二|標を持って十分に活

動するためには，都ＴＩＪ・地域のコーディネーターとなる「'1利き」の存在

が欠かせない。この役割は，フットワークが良ければiilliでも担当できるよ

うに捉えられるが，笑|祭には，適性が必要である。その適性内容とは，理

想・’１iｻﾞ熱・知搬・知忠・経験・実行力を持っているか，これらを身に付け

る|可止心があるかどうかであろう。さらに，：lilITlJ・地域人材ネットワーク



↑ill造都TlJの形成とマネジメント

図１３都市・地域人材ネットワークい,）
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を取りまとめ，地域iililliDを椎進・持続するためのjNl織休が上位に必要であ

る。このように見ていくと，’1利きの役;!{'１を遂行できる人材が少ないこと

に気づく。今後は，＿上記のような[|利きを都TlJ・地域人材ネットワークあ

るいは上位組織体が意制して育成する必要があるだろう。そのために，都

巾・地域人材ネットワークは，イlljl々のiili動やワークショップ等の運'嵩に|祭

し，選択した人材を継続的に担当させることによって，’二|利きを育成して

行く必要がある。なお，都Tlj・地域人材ネットワークは，図13に示すとお

りである。

3．誘導計画i－２（大学を111心とするマネジメント)㈹5）

知識と場の創造および誘導に関し，iiil記に示す都TlJ・地域人材ネットワ

ークを織成する学識料（Eiiに大学）を主jlilllにして，都ＴＩＪ・地域における)１１｢：
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業集傾の誘導を検討する。そのILI1l｣lは，’１ｉｆ報化社会において，知識のに''心

となる大l2r:の役割が大変大きいことに）ｉｆづく。また今[1，欧米において，

産業集械やベンチャー企業↑i１１発に際し，大学が来たしている役割が大き

い。’三１本においても新たな教員のあり方が棋索されている等から，その内

容を検討する。

３１１正|策の誘導方法

３１１１１１|の法Ilill定の仕Mlllみと都Ｔｌｊ・地域人材ネットワークの役割

国の都TIT・地域政策は，法・IIill度・事業に反'|ﾘｌＬされるが，これらは，各

省１丁が，まず内輪で進める研究会（以下，「内輪の研究会」という。）等で

方針を作')，次に学識経験者で楴成される瀞議会で検討され，閣議決定を

経て全'五|のI筌川１体へ発布される。この一連のプロセスにおいて，各省庁の

各課別に|人１輪の研究会が敢要な位置づけにある。この内輪のｲiﾉﾄ究会の性絡

は，各課が，分野ごとに|玉|を導く力針の戦''１%会議としての色合いを強く持

つ。内輪の研究会のメンバーは，戦'１１片課題に沿ってその都度変わるが，概

ね，課]ＭＩＩ貝，課が所櫛する1吋１１|法人，課や11ｲＩＪＩと親交のある学識経験者，

銀行系総ｲﾘ|:，大手企業等で柵成される。内輪の研究会を振り出しにして，

そこで練られた戦略に基づき，学識総験特で織成する瀞議会において，肉

付けや化粧を１１mしたliUi術を策定する。このＷｌｉが，閣議へ持ち込まれ，与

野党の攻防を招きながら決議され，法令化される。法としてｌｌｉｌｌ定される

と，後は，担当課が対･象年度の予算洲'iを識して，Ilill度と事業を組入れ，

全国の'二lifi体へ発布することになる。

上記から分かるように，各地域を誘導する|玉|の地域政策は，審議会より

も前段階に行われる内輪の研究会で人ブル成される。そのため，各都市・

地域の都TIT・地域人材ネットワークは，各課の内輪の研究会を第１段階，

審議会を次段階のターゲットにして，国の政雄立案へ参１miする努力を払う

べきだろう。そして，参imiに際し，各地域独'二lの政策と国の政策の乖離を

縮める努力を払い，各地域に利益をもたらす政策へ力|h]転換を図ってい
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〈。その役割は，各市川村単位のI=|袷体が担うが，特に知恵（知識）の創

造拠点となる大学が'１１心的役割を来たすべきだろう。つまり，大学の地域

貢献として，都市・地域独l芒|の政策と国の政莱の乖離を縮めるために，国

の政策を誘導する機能が新たに必要となる(化)。

３．１．２大学教貝の新たな像

多くの場合，大学は，学問やｲi)|:究面に能力を有する人材．，教育や指導に

優れた人材等に重点を置き，教員に採用してきた。これらの選択は，文部

科学省の大学設置基準「教員の資格｣(47)に１１１１つたものであり，現行の研究

と教育機能に基づく大学像を作り」こげた。しかし，都Tl丁・地域貢献のあり

方が，対･象地域に留まらず，活Mili1するステージを国の領域まで広げて推進

しようとした場合，文部科学省の基準を超えた新たな大学機能を形成する

人材が必要になる。それは，幾つもの顔を持つ大学教員である。例えば，

国の関係機関，国が所･管する公抽法人，大手企業，将来有望視されている

ベンチャー企業等（以下，「誘導要素」という）の慨１１１]・理事・lIIiji託・研究

員等，さらには，国会議員の相談役・ブレーン等といった肩書きを背景に

持つ人材である。つまり，文部科学省の大学設満繋準「教員の資格」を必

要条件とし，新たな都市・地域貢献である|玉|家レベルの対･応を十分条件と

する人材が必要になる。しかし，冊意点として，政治力の強化だけに力を

注ぐアンバランスな教員が現れることも否めない事実である。この場合，

大学が指導的役釧を持ち，特に，研究面のチェック（毎年学会に論文を発

表しているか，学術書を出版する努力を怠っていないか等）を行い，バラ

ンスのとれた教員の育成を|=|指さねばならない。つまり，教員ｲ|h１人の努力

だけでは，上記立場を作り出すことは容易でない。そこで，大学自体が戦

略を持って，条件を満たす人材の育成を行う。

3.1.3大学の戦略

大学の戦略は，ネットワークを拡大しつつ，誘導要素と関係を深めるこ
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とにある。そのためには，誘導要素の各々に対し，大学教員が担当してゲ

ートキーパーを作り，フォーマルおよびインフォーマル情報を独得す

る“8)｡例えば，国が所符する公絲法人の場合，省庁の担当課の事務局と

なり，学訓絲験調（主に大学教貝）をⅡ`長や刑川を長としながら，前記の内

輪のｊＩｉ)|:究会を連`ｉｉｌ'した')，国家プロジェクトを遂行することがある。ま

た，法人'二１体の{i)｢先業統を培うための研究会や啓蒙活動を行う。そこで，

大学または大学教員が，公益法人と太い繋がりを持つ場合は，公益法人を

通じて，内輪のｲiノト究会や瀞議会へアプローチを行う。繋がりを持たない場

介は，まず，公抽法人の秤蒙活動に対応しながら，ゲートキーパーを樅架

し，関係を深める。そして，内輪の研究会や瀞議会へ参iIlliしていく。

大手作業の場合，特に，技術系企業では，｜工|際的な技術と鮒;iiな研究開

発費を背最に省庁の}u当課と対応する。このため，省庁の信Miiも厚く，前

記の内輪のＷＩ:究会や瀞議会へlHi繁に１１平ばれる。企業のゲートキーパーは，

主に，会社全休のｲi)l鷺究|刑発をまとめる部'111にｲｱ在する。彼等は，１玉|家政策

に対応するため，必要な技術ﾉﾉや経営ﾌﾞﾉを持つ内外の大学・学識総験濁．

先進|玉|の企業（最近では海外のベンチャー企業も多く含まれる）等を調査

し提携を結ぶ。彼等は，新たな技術開発シーズや経,溝シーズを洲在するた

め，省庁の定例ｲﾘl究会（新たな政莱内容を定』Ul的に説,ﾘ,する会合，事務局

は'五|の関係機関が行う。）や|正|の公益法人等が主｛li1するモデル事業研究会

(|玉|の政莱をモデルに検討をｲ『うｲi1r究会）等に出席する。また，突績のあ

る民'''１の機関が三Ｍi:するｌｉ１ｌ:究会（環境．バイオ．新エネルギー．情報通信

等のテーマが多い）へｌｌＩ席する。このため，これらの会合へ大学教貝が同

席し，大手企業のゲートキーパーと親交を深めていく。

以止より，誘導要素のそれぞれにゲートキーパーを作り，彼等を通じな

がら各団体の情報をキャッチし，大学１１１１の有益な情報を団体へ伝達するこ

とによって，相互の信llH関係を椛築する。誘導要素と信頼関係を作る過程

でＷ街庁との僧)llHl對係ＭＩｉｉ築されていく。内輪のｲi)｢究会や瀞議会の内容に

関するサゼッション，あるいは，それらの会合へ参加や出)li等ができるよ
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うになる。このようになれば，｜玉|の地域政策に深く関与することになる。

ｲL'し，重要な視点は，誘導要素との信頼関係を作り上げるプロセスに在

り，大学教員が各ゲートキーパーの業務上のｊＭｊ('''１分』11アドバイザーに類似

した存在となり，各要素の関係性をデザインしならなければならない。

以上に述べる対策を含め，大学の地域政策を主体にした産業集積の誘導

システム全休Ｉ象は，図１４に示すとおりである。

３．２都11ｊ・地域の事業創造

平成12年の人事院勧告，そして，平成１４年の文部科学大臣官房人事課長

通知(５０)により，国立大学等の人（学教員が企業等の営利'11体の役員等を兼

業できるようになった。対象は，技術移転事業者および研究成果IiIi)|]企業

等の役員等，そして，教務に関係する株式会社等の監在役の兼業である。

このため，ある程度の雄業強化はlXlれたが，－１．分とはいえない。しかし，

公務員の兼業に風穴が開いたため，各大学は１１m''1片を持ってこの勧告等を活

１１]すべきである。

前項では，都市・地域貢献活動を国の領域まで広げて，国の都Tlj・地域

政策を把握し誘導するための大学ならびに大学教員のあり方について示し

た。そこで，これらの内容を前提として，さらに次の対応を行う。

３．２．１事業創造の第一段階

大学理工科系は，［I々の科学技術の進歩に対応するために，国だけでな

く大手企業とも積極的に接触することが必要である。特に，技術系の大手

企業は，実務レベルの技術力・姿水力・人材力・Ｉ玉|内外の連携力等を有す

るため，特に彼等の技術資源等を地域貢献へIiili)|Ｉする。lTil時に，’１１，１､企業

であれば実現可能だが人手企業では対譽応でき得ない分野や事業を検討す

る。

そこで，まず，国の都ＴＩＪ・地域政策に基づくＵ|:究開発を大手企業と連携

して実現化を図る゜その方法は，次に示すとおりである。
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図１４大学を中心とする産業集積誘導システム(Ｉ,）

D●●ＤＤＤ□●●■●●●●●●●●●●●、●●●●●●●■●●●●●●、●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●ｂ●■■●●●●●Ｂｏ●●■●●Ｐｂ■●●、●●●●●●●●■●●●●●●●●●●、●■●■■□■●、●●●●、

①「理想的な力法」は，省庁の内輪の研究会に際して，今後，都TIJおよ

び地域に必要な政莱課題を提案し，審議会を総て，法Ilill化，Ilill度化，事業

化を進める。そして，稀議会の過礎を几械めながら，大手企業とコンソー

① 

鐸
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シアムを組み，先行して研究開発を行う。

②「積極的な方法」は，省庁の内輪のｲﾘ|:究会，審議会関連等で直接得た

情報に基づき，大手企業とコンソーシアムを組み，先行して研究開発を行

う。

③「一般的な方法」は，法flill化を経て，ilill度化および事業化した都11丁お

よび地域策に基づき，省庁や関係機関等で公募する研究開発案件に際し，

大手企業とコンソーシアムを組んで獲得を図る゜

以上に示す理想的な方法を第一義とし，順次，積極的な方法，一般的な

方法を行っていく。そして，各方法に基づき，技術系の大手企業と連携を

図')ながら，対象地域への還元を図る゜

３．２．２事業創造の第二段階

大手企業は多くの関連企業を有し，全体で連結決算を行い，系列による

産業分野別支配体制を敷いている。ところが，シェアとなる産業分野が画

一的であり，他分野へ進出する体Ilill作りが難しい。それは，大手企業の営

業組織動向等から判断することが可能である。例えば，官公庁を担当する

営業部門は，一つの省の一つの課に|Iこ}入りを繰り返す。また，公共法人

(電力・ガス等の法人）を担当する部門でも同様に，一つの部の一つの課

に出入りを繰り返す。何故このような営業活動を行うかというと，企業の

生産ラインで製作する製品が固定化されているため，その製品群に沿った

受注活動を行うからである。つまり，技術系の大手企業は，生産ラインが

母体であるため，この仕組みを変えるには多くの時間を必要とする。だか

ら，新しい分野や新しい事業へ進出するためには，多額の資金と長い時間

を要することになる。

そこで，大手企業の小|Ⅱ1りの利かない体ilill，生産ラインに沿った縦割り

の組織，新分野や新事業への進出に時間が掛かる，生産ラインが少,W,種大

量生産向きである，全般的にコストが高い等を前提として，次の事業を対.
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象地域へ落とし込む。

(ケースｌ）先端の科学技術を応用する製,'１１,等で，多,R,枕少量生産を行

う事業。

(ケース２）先端の科学技術を応川する製,h',等で，分野が多'１皮にわたる

事業。

(ケース３）調査･企lmi･設計・コンサルティング等のソフト領域の事業。

(ケース４）ニッチ雌業の領域にある醜業等。

１）ケースｌの対･応

先端の科学技術の応川については，大学が中心に対1応し，都１１丁・地域人

材ネットワークでilll織体Ilillを組立てる。この際に，既存の｣也元企業や新た

なベンチャー企業を斜l縦し対1jiiを|又'る。

多,ＩＭＷｉ少斌生産は，大手作業が苦手とし対応することがＩＭｉＬい。そこ

で，秘類別に地元の各企業またはベンチャー企業が対･応し，少量生産を行

う。元来，地域における地元企業は'１１小企業が多く，ベンチャー企業も']、

規模であるため，大最L'三産休制を敷くことは難しいが，少量生産には向い

ている。

２）ケース２の対応

前記の(a)の対邊応に力Ⅱえ，大学を中心に多分野のベンチャー企業を起こ

す。これらのベンチャー企業は，常に連勝を図り一体的なIiili動を行う。

技術系の大手企業は，｜ｌ(られた分1Ｗの文'１１１０を行っている。そのため，多

分野にわたる事業は不得手である。また，最近では，異なる分野の企業同

士が迎今を柵成し，椅庁の事業等に対1心を|叉|る゜しかし，大手企業は，そ

れぞれに'二1社の戦略を抱えているため，企業連合が必ずしも成功している

とは言い伽IIiい。このため。」也域において，小lnll)の利く分り棚Ｉのベンチャ

ー企業が連携すると，大手企業を凌ぐ効力を持ち，大手企業は参入し難〈



fill造都TlTの形成とマネジメント 367 

なる。

３）ケース３の対応

科学技術の開発・応)'１や社会資本盤ｲ)''i等において，ソフトな領域の業務

は，研究Wﾄ|発・洲在・企il1li・設計．コンサルティング．コスト楢;理．,収売

等であ')，ハードな領域は，ＩＩｉ'１作．力,|工．,111=,:．,w,質符]i1lL等である(ｲ7)。

大学は,ソフト領域に秀でた人材の行成やベンチャー企業を起こす支援

を兎点的に行う。都T'丁・地域人材ネットワークは，それらのベンチャー企

業がネットワークを組んで，受注活動をスムーズに行い得るシステムを幟

築する。このため，都T'７．地域の特性を考,Ｎｉ〔して，特に，高齢社会.環境．

エネルギー・バイオ・情報通信等の分り１の技術や製,w,等を検討.する。また，

技術的な研究U'１発は，当初，’玉'の助成慨世や,芒I治休の支援に基づき，大学

が'''心になって地元企業等と推進するが，製,ｗ１化するための調査．企画．

設計・コンサルティング等は，比較｢'<ノリスクが小さいため，Ｊｌｉ),:先開発を進

めながら，ベンチャー企業等を起こして対雌を図る゜

技術系の大手企業の場合，ソフトおよびハード領域を担当する組織部,,!］

は，概ね，次の表'3に示すとおりである。大手企業は，これらの業務を最

終的に製ｌｗ１や建設物等の販売コストへ反,,）Ｍ－る。しかし，コストを削Ⅲjiす

るために，ソフトな領域に係わる業務は，非採算釧域として位続づけるこ

表１３技術系の大手企業の業務と担当部門(52）

業務桃別 '11当Wｌｌｌ１Ｉｌ

(i)｢兜llIl充 (i１１先jﾘi・

訂Ｗｌ§・企 Ｉｉ１ｒ究|)'1発とりまとめ部|ⅡＩ

設iil． 設計部''１１

コンサルティング 設計部''１１と徴業ＩｌＩｌｌｌ１Ｉｌ

コスト
赤；

● 

● 

'､~雪一
エペ90 Ｉ部|ⅡＩ

l{l(光 '附業部'''１

↑'１件・力Ⅱこ［・肱]：．,ＩｉＷｉ腎咀'１ こ[:場



368 

とが多い。このため，調査・企画，設計，コンサルティング等は，極力ア

ウトソーシングし，コストダウンを図')，会社内部の人員を削減する。従

って，技術系の大手企業は，ソフト領域の人材育成に手薄であり，ソフト

領域を事業化し難い弱点を持っている。

４）ケース４の対･応

各大手企業の分野別支111[1,体Ilillでは，分野間に必ずllLi隙を生じていて，産

業の真空地帯となった所がある。この分野は，大手企業が参入しない。そ

れは，マニアックな特化した専''１]分111である。つまり，この分野は，顧客

の多様なニーズへ対･応，顧客へスピーディーに対応等を必要とし，そし

て，多,W,極少鼠生産である。

上記に示す分り1Fが集合したニッチ産業は，地域醗業に適しているといえ

るだろう。それは，生活に密請したマニアックな趣味の分野に属し，地域

特性を含むソフトおよびハード領域である。そして，電子商取引を仙え

ば，’三1本全国はもとより，｜止界中を相手にすることが可能になる。また逆

に，地域の固有性や独自性に基づく商品や製,W,を|；'1発し，世界へ発信する

ことによって，それら商品や製,hl1のマニアを生み||}し，開拓すること等も

可能である。

上記のような商品や製,Ｈ１を含むソフトおよびハード領域の研究開発は，

地元企業やベンチャー企業と大学が１１１心に推進し，都市・地域人材ネット

ワークは，都市・地域システムの構築に力を注ぐ。

３．２．３事業創造の第三段階

前記の第一・第二段階を前提に，次の対･応を行う。

①大学は，ベンチャー企業を起こす人材育成のために，教育プログラム

を策定し，運)Ｕを行う。

②大学は，都TlJ・地域人材ネットワークと運搬し，ベンチャー企業設立

のために，都TlT・地域が抱える課題を検討し，その対繍応を行う。
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③'1本と比較した場合，米|玉1やドイツは，大学発ベンチャー育成に成功

していると言えるだろう。この背蛾には，米国ではバイードール法

(Bayh-DoleAct）の制定(53)，ドイツではＥＸＩＳＴ（Existenzgruendung

ausHochschule､)(5ｲ)政策が存在する。このため，大学は，地域の課題に

対)心する法・Ilill度・事業を検討し，それらの内容を前記する国主催の内輪

の研究会や霧議会等で提案して，国莱を誘導しつつ，ｉｌｊぴ地域へ落とし込

む。

④地域が必要とする技術や社会資本盤Iilliに係わる事業は，各専|Ⅱ１分脚が

連勝し，対応しなければ実現できない。このため，大学のli1l1工科系の各専

門学科は，横の繋がりを強化する。そして，文科系と連携し，都TlJ・地域

ニーズを把握・分析する。そして，その結果に茶づき，各学科が連携して

チームネットを榊築し，地域ニーズへ刈応を図る゜

以－ｔに示す事業創造の鋪一から第三段階の各ステージにおいて，検討し

た各手法を駆使し，大学がマネジメントの'''心となり，都TlJ・地域|Ｈ１ｲ1.の

事業をfilll)だし，ベンチャー企業等を多数洲Ⅱし，雌業集枝を誘導する。

この場合，大学は都市における最もパワーのあるインキュベータ的存在と

なる。

4．誘導計画－３（ホスピタリテイ・デザインに基づくまちづくりの誘導)(55）

４．１ホスピタリテイ・デザインの概念と'1標

４．，．１新たなデザイン

１）デザイン概念

従来のデザインは，「形態の創造」にzliQ1AIを置いていた｡しかし，クリ

ストファー．アレグザンダーの著書「パタン●ランゲージ｣(56)に代表される

ように，デザインの,,的は環境を織成する諸要素間の「秩序やバランスの

創造」へ向かった(57)。現ｲｉｉのデザインの'三'的はさらに広が')，「戦略を持

ちながら，複雑系を柵成する諸要素1111の新たな関係性や秩序を創造するこ
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と」へと進みつつある。このようにデザインの意義や領域を変化きせ拡大

した背景には，マイケル．Ｅ・ポーターの著書「国の競争.優位｣(58)に代表さ

れるような戦''１各論の台頭があり，また，サンタフェ研究所をIli心に世界へ

発信されている「複雑系」または「複雑性」の研究から，生物科学．行動

科学・社会科学・経済学などを含む，学術界・朧業界等の広い領域への多

大な影響が存在する。したがって，都１１J・地域社会という「複雑系」を対、

象とする都TlJ・地域政策は，デザイン機能を活１１]して，都Tl丁・地域社会を

構成する諸要素の新たな関係性や秩序を椛築することが重要なテーマとな

る。

ホスピタリテイ・デザインは，政策や計ijlliが関わる全ての領域や分野に

およぶ。このため，デザイン目標は，「グローバルな'情報に基づき，都

市・地域資〃iＩをIiili1llした那ＴＩｊ・地域独|当Ｉの魅力ある人・コト．モノ．シス

テムや場等をfill造し，イIljl人が生きがいを兇}I)しつつ安全で充実した生活を

営むことのできる都TIT・地域社会を榊築すること」に兄１１１される。

２）デザインの目標

日本社会が兎視する内容は，現在，各地のｴlzjWi化からｲllil性化へ，また，

マス（大衆）からｲ|Bi1人へ移行している。このため，イlhl人が生活し，個性を

育み，高め，尊重するＦ１治休のあＩ)方が重要となり，イlilIT1j・地域の固有性

や独'二|性に光が当てられるようになった。Ujl有性や独|芒l性は，各地の特性

が持つ(illi値から生じる。このため，都TlJ・地域人材ネットワークは，各都

市・地域の特性に基づいてホスピタリテイ・デザインを術||造しなければな

らない。そこで，デザイン|｣標例として，館１４表を示すことができる。都

市・地域の特性は，各々に重なり合い相互に関係しながら，対象となる都

市・地域の固有性や課題を生み出している。そして，特性から織成される

都市・地域が，各々に連携することによって，TIJlllJ村のＩＥＩ有'性や独自性を

形成する。このため，祁ilj・地域人材ネットワークは，常に，都TIj・地域

の固有性と課題を蹄まえながら，各特性の関係性を調査・分析し，関係性
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表１４都市・地域特性とデザイン目標例(59）
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をデザインしなければならない。

４．２ホスピタリテイ・デザインの要因

ホスピタリテイ・デザインは，人と人，モノとモノ，人と環境等の臨界

領域を扱い，ホ１１瓦に満足できる共創的関係に基づく「間（ま)」を感性レ

ベルで捉え，動態的デザインとして表す点に大きな特徴を持つ(６０)。戦略

的都市・地域経徴において，ホスピタリテイ・デザインは，地域の固有性

をそしゃくし，生活システム及び基幹システムの幟築を促し，それらを物

理的空間の創造へ誘導する。したがって，まちづくりにおけるホスピタリ

テイ・デザインのＷｌｌは，生iiliシステム・基幹システム及び物理l1i19空間が

地域を織成する複雑な社会要素と科１瓦に連携を持ち，今迄の土木．建設優

先の単純なまちづくりから，地域住民の生活i、に重点を置いたきめ細かで

複雑なまちづくりへ織造転換を図る゜

以上から，ホスピタリテイ・デザインの要因について次に示す。

４．２．１都市・地域文化

ホスピタリテイ・デザインは，都市・地域文化をベースに都市・地域の

固有'性に関係する要素をそしゃくし，不要な要素を捨てる。都TlJ・地域の

固有性に関係する要素は複雑に入jM'んでいるが，これら要素が相互に満足

都Tl丁・地域特’１！'： デザイン'二I標例

高齢化地域 高齢者の持つ絲験知等を盗録してii隙習会等の誰Iiili等に活)|}し，高齢

肴の生きがい作りを行う。

史・伝統地域 伝統芸能・芸術の「型」を体得し，「型」を通じながら，新たな文化

やfiI造活動をLliみだす地域システムを生みだす7)。

緑地地域 都TIT・地域のLIi物等を育成する広｣uliを作り，高齢者が子供に！Iﾐ物の飼

育等を教え，ＬｌｉｌｉＩｉ年齢肴がL上物販売等で広場を経営する8)。

''1心11丁街地と周辺地域 都市・地域文化をﾉ!§((iに，｜玉|の'''心Ｔｌｊｉｌｒ地hIi性化事業等の必要・不要

内容を見立てる。フロントヤード（''1心地域）とパックヤード（周

辺地域）の連関を図り機能分１１!する。
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図１５有用化価値を持つ地域文化

土的

化か

出典：１１１本哲二|音（1993）「デザインとしての文化技術」文化科学ii､lj等研究院265頁図13を－部

力Ⅱ繁り|川

する「間」をそしゃく・把握し，常に流動する都Ｔｈ・地域社会の構成要素

間の空間的・時ｌｌｌ１的．,M11的Illl離感を「見立て｣，必要な関係だけを残し，

不要な関係を「見切り」捨てる。

都TlJ・地域文化は，開発的文化，歴史的文化，瓜二ｔ的文化といった三つ

の文化形式から織成され，これら三つの文化形式は，有川化価｜直を持つ

｢場」を形成する。以上を図示すると図15の内容になる。また，有用化価

値を持つ場は，文化に基づく都市・地域のliIl有性を表す。つま')，都市・

地域文化をベースにするホスピタリテイ・デザインは，この有用化(而値の

場を基準に，「見立て」と「見切り」を行い，都市･地域にとって必要な要

素を取捨選択し，まちづくりへ反映する。

４．２．２複雑適応系デザイン

ホスピタリテイ・デザインは，複雑に入組んだ都市

素の関係性を扱い，まちづくりへ反映する。このため，

地域社会の構成要

ホスピタリテイ．
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デザインは，’さ'己組織化する複雑系システムに対･応した動態的デザインで

なければならない。

複雑系システムは，Ｍ１放性・非線形`ル組織性の３特性を持つ(6')。開放

性とは，システム内部と外部環境が'11瓦に影料し合いながら，システム'二１

身が発展力lhlを決めることであり，非線形W|§とは，入組んだ要素の札|互作

)１１によって，システムが新しい性質を身に請け変化を遂げることであり，

組織性は，システムが外部環境によって乱雑化と秩序化を繰り返して行く

l1l1に規111性を持つ状態を示す。つまり，複雑系システムは複雑な外部環境

に適応して，１１分自身でIlill御しながら，新たなilll織休へ変化するといった

自己組織化を行う。

都市・地域社会は，他|人を単位にして，他|人から家族，家族から親戚・

知人，親１１%知人から他の知人というように，』,L本liiL位のｲlHI人が連携して，

幾層もの社会のクラスターから柵成されている。これらのクラスターが自

己組織化し，変化するために，変化にI!ｌしてデザインも動態的であること

が重要である。そこで，ホスピタリテイ・デザインは，社会システムの重

層性を捉え，各)岡を織成する社会クラスターにそれぞれ適合したデザイン

を施すことによって変化に対･応する。

４２．３濃密な都TIT・地域共同体と都ＴｌＪ・地域人材ネットワーク

ホスピタリテイ・デザインは，都TIj・地域コミュニティが運用する。都

Ｔｌ丁・地域コミュニティは，近'灘住区（小学校区）を111位とするが，必要な

場合は各区が連携し，規模を拡大する。また，都TlJ・地域コミュニティは

絲束を図')，地域の将来に〕型想，責任，義務を持つ都Tl丁・地域共lTil体へ移

行していく。この場合，都市・地域共同体は，コミュニティが熟成して出

来た濃密な連挑集'11である。現状では，プロジェクトの計画等に際し，自

治体が各区またはＴｌ=１１１１位でワーキング・グループ等を組織し，地域住民

が意見交換した内容をすくい上げる方法が取られている。この都市・地域

共同体は，概念的にワーキング・グループ内の人的辿携をさらに強化した
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ものである。さらに，都市・地域共同体は，ホスピタリテイ・デザインを

活１１]したまちづく’)を行うために，iiii記したプロフェッショナルな都TlJ・

地域人材ネットワークを構築する．この際に，「l摘体が基軸とな})，参画

システムを作り''化，その-11で人材ネットワークを織築することになる。

そこで，都Tlj・地域人材ネットワークについて詳細内容を下記する。

ｌ）都Tl丁・地域人材ネットワークの柵成

都Tli・地域人材ネットワークは，次のプロフェッショナル集団から織成

されている。

①地域にLk活する住民リーダー

②知の創造を担う学識経験者（大学リーダー）

③Lli活システム・基幹システム・Ｉ刎'1的空Illlと地域を榊成する社会要素

の関係性を扱うデザイナー

④人材ネットワークの運)1]を行い，条例や要$lllilの運用を図る目摘休lWi貝

⑤'二'１合体の政策にインセンテイブを与え，そして支援する政策系

ＮＰＯ，および'二IifT体の政策をボランティアの槻ﾉA(から事業化する事業系

ＮＰＯ 

⑥学識経験者・'４１治休･ＮＰＯ等と連勝し，大学発ベンチャービジネスを

起こす市民起業家等。

２）述撒の制意点

前記したコーディネーターとなる「|=|利き」を除き，他梢成要員のう

ち，特にデザイナー，市民起業家，学識経験者（大学リーダー）に関する

翻意点について次に示す。

①「デザイナー」は，要素と要素Ｉｌｌ１の関係性をデザインするために，企

画柵成力を持ったプロデューサー的能ﾉﾉ，隙境システムデザイン能力経`嵩

的センス，物J11l的空間の理解力等を持った人材がふさわしい。いわば，ソ

フトとハードの両方を扱う能力を必要とするが，そのような人材は多くは
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存在しない。このため，地域共同体で育成しなければならない。

②「市民起業家」は，コミュニティ・ビジネスを手掛ける人材，および，

ベンチャー・ビジネスを手掛ける人材がふさわしい。コミュニティ・ビジ

ネスの対象は，都市・地域住民の生活システム（医療福祉・健康増進・生

きがいづくり・地域教育・文化創造等）に11ﾘした範嶬となる(62)。これに対‐

し，ベンチャー・ビジネスは，グローパリゼーションとの対応に基づく新

たな科学技術の応用や新事業にⅡＩした範'１濤となる。

③「学識経験者（大学リーダー)」は，前記のように，従来の研究･教育

を前提に，都市・地域貢献が重要な機能になりつつある。都市・地域貢献

は，住民がより良い生活を営むことを目的にするため，住民の生活システ

ムに川しながら，知の創造拠点として大学を活用し，都市・地域人材ネッ

トワークを先導する。例えば，高齢者介護に関するコミュニティ・ビジネ

スへの貢献では，現状の公的介護保険の問題，Iljll度上自治体が手薄になっ

ている事業，ＮＰＯが踏込むことのできない領域等を総合的に判断し，的

確な指導を行う。ベンチャー・ビジネスでは，理工科系が科学技術の応用

に関する対･応を，そして文科系がファイナンスを中心に企業経営について

指導を行う等，学部の専門性によって都Tl了・地域貢献を役割分担する。こ

の際の留意点として，大学リーダーは，研究業績が必要条件となり，実務

経験が十分条件となる。高度なレベルの必要十分条件を満足する教員がま

ちづくりに対･応すると，レベルの高い都市・地域を形成することが可能と

なる。

４．３まちづくりへ

４．３．１都市・地域政策と地域計画の統合（エリア・マネジメント）

ホスピタリテイ・デザインを活用すると，今まで，異なる段階で使われ

ていたソフト施策の「都市・地域政策」およびハード施策の「地域計画」

が，両者の複雑な関係を前提としながら，統合的施策として扱うことが可

能となる。自治体は，補助制度等の手厚い地域計画を重要視するが，本来
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は，住民の意|h]を反lUlLし，都市・地域資源の特性を活かした都市・地域政

策に重点を置き，地域計画を誘導することが望まれる。そのためには，住

民自治および団体'二1袷を'''心に位置づけて，’五|の政策を反映する地域計画

を誘導し，都Tlj・地域の戦略シナリオに基づき|玉|のシナリオを誘導し，自

治体の条例や要綱によって国の法令・llill度・事業を誘導する。いわゆる’

エリア・マネジメントの要因をデザインする。

そこで，ホスピタリテイ・デザインの方法論として，次の対応を行う。

①都市･地域政筑は，地域計画を誘導するソフト施莱として位置づける。

②地域計画は，都TlJ・地域政策を具現化するハード施策として位置づけ

る。

③都市・地域政策および地域計画は，住民の生活や都市・地域の固有性

に重点を置いたきめ細かな計画を行う。

④都市・地域政策に基づき，各エリアの|IJI有性を活かして，地域計画を

再構築・再編成・補完・補正・削除等を行い，各１÷I治体の戦略に沿った計

図１６都市・地域政策と地域計画の統合(63）
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面に練り直す。

⑤都市・地域政策と地域計山を統合して，各自袷休のまちづくりへ反映

する。

上記対邊応策を図１６に示す。

４．３．２中心市街地活性化事業へ適)11

1998年に制定された［'''心Tl丁街地の整Iilli改善及び商業等の活性化の一体

的推進に関する法律（１１'心TIT街地活性化法)］に基づく111心TlJ街地活性化

事業は，旧15省庁が助成拙置を講じる省庁総出で推進する事業である。つ

まり，｜日中心市街地の現状は|参`|蘆たる状況であり，シャッターが降りた状

態の商店街が鉄道駅前に多く見受けられる。2003年１月６１三I現在，535市

区町村，552地区が，この事業の認定を受けている(64)。そこで，全国的に

問題となっている|[１１１１心街を活性化するために施行されている'1｣心市街地

活性化事業を対象に，ホスピタリテイ・デザインをiiIii)1]したまちづくりに

ついて検討する。

ｌ）文化資源に基づくまちづくり

現在，中心市街地活性化事業を導入したまちづくりは，TlJllIJ村に存在す

る旧中心市街地のなかで，活性化を図る中心Tli街地を１箇所指定し，国か

らの助成金に基づいて商店街活性化に重点を置きながら，社会資本整備を

行う。各省庁が様々な助成策を設けているため，事業の複合化が可能であ

る。このため，Tl7llIJ村の多くは，２０以上の助成事業を複合化した中心市街

地活性化対･策を推進する。その結果，どのThlllJ村も|司じような盤ｲjlli内容と

なり，個性が希薄なまちが作られる。

上記の課題に際し，次の対･応策を示すことができる。

中心市街地活`性化事業の主要要素は，〈ショッピング･モール>，〈専門店

誘致〉，〈公共公益施設･交通網盤Iilli（社会資本婆ｲilli)〉と見なすことができ
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図１７文化資源による中心市街地活性化事業の選択(66）
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る(65)。すると，これら要素から柵成される事業内容が，対象地域の文化

資源と関係する部分（または関係しない部分）の判断が必要になる。この

判断は，nilXIl5に表した三つの文化形式で織成される有用化IilIi{直を持つ場

によって，「見立て」と「見切り」を行う。

以上について，概念的に表すと，｜叉117に示す内容となる。地域文化の有

用化Imiｲ直の場と１１１なり合った中心市街地iili性化事業の場の部分が必要とす

る事業要素範ｌｌｌｌであり，それ以外の部分は不要と見なし除外する。実際

に，この方法論を仙川する場合は，まず，対･象とする地域文化の要素を}111

出し，重み付けをｲ了い，要素の段階的な必要度を決める。｜司様に，「''心市

街地活性化事業においても要素の重み付けや段附的な必要度を決める。そ

して，これらをマトリクス表等を川いて取捨選択することになる。
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２）複雑適応系のまちづくり

ポール・クルーグマンがエッジシテイ・モデルで示したように，１日中心

市街地の機能は，周辺に剣発する複数のエッジシテイヘ分散・Ｉ吸収される

(もしくは，旧'|､心Tl]｢街地の機能を分散･吸収して複数のエッジシティが生

まれる)。このため，｜|]''二'心TIT街地へ資本（助成金等）を投下しても，エ

ッジシテイの数を増やし，エッジシテイを肥らせることへ繋がる。

上記の課題に際し，次の対応兼を示すことができる。

エッジシテイの刺発は，社会システムが複雑系であることから起きる現

象である。このため，対･象となる'１１心市街地だけを取り扱う現状の方法で

は対処することがiIillLい゜現実に，都市はllj心TI7街地だけで稼働していな

い。少なくとも，周辺地域にこれを支える内部社会システム（社会クラス

ター）が存在するはずである。そこで，中心市街地をフロントヤード，内

部社会クラスターをバックヤードとみなし，各々を同時並行的に別々にデ

ザインする。以上を図示すると，次図18の内容となる。

４．３．３多様なまちづくりへ

前記の「文化資源に基づくまちづくり」および「複雑適応系のまちづく

り」に示す内容は，「''心Tl丁街地だけでなく，他のまちづくりへ展開するこ

とが可能である。その方法は，次に示すとおりである。

前述するように，まず，文化資源をベースに都市・地域のliHil有性をそし

ゃくする。この場合，文化資源は様々な分野に存在し，その内容も多種多

様である。そこで，各文化要素の重み付けを行う。これは，対象地域の特

色を[ﾘ]砿化するものであり，Ｚｎみ付けの序列で特色の猫１度を表す。例え

ば，開発計miが持ち上がった場合，重みｲtl-けに基づく文化の序列によっ

て，その開発計画をスクリーニングし対･象となる都TlJ・地域にとって，

必要と認め得る開発範囲およびその質と量を「見立て」かつ「見切る」の

である。

また，都市・地域は多屑の社会クラスターによって椛成されている。こ
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図１８複雑適応系のまちづくり構造(67）

フロント・ヤード

(中心市街地活性化地）



fillj跡'111Jの形成とマネジメント 381 

のため，各クラスターのシステム榊造を捉え，各クラスターＩＭＩの関係性を

見出し，その関係性をデザインする。関係性は常にlilil定的ではない（平衡

状態ではない）から，一定の時llMが過ぎれば，また新たな関係性が生ま

れ，関係するクラスターは'二ＩＭｌｌ縦化して新たな性格を持ち変化する。し

たがって，関係性を扱うホスピタリテイ・デザインもまた動態的に変化し

なけなければならない。各１Ｗごとにクラスターとその関係性に11Ｉしたデザ

インを施すことによって，都11丁・地域住民の生iiIiに重点を満いたきめ細か

なまちづくりが可能になる。

そして，各社会クラスターは，１１i独または複数で地域共同体を形成す

る。地域共同体が，前述する都市・地域人材ネットワークを椛築し，その

ネットワークがホスピタリテイ・デザインを活川したまちづくりを行う。

Ⅳ．おわりに

本論文は，fiI造祁TlJの形成とマネジメントを'二|｢〃とし，’二1已糺l織化する

都TIjと産業集積の誘導計lmiを検討している。前提として，迷業集積は梛市

機能の－形態と),Lなした。その根拠は，１８～19111紀に産業111命で揺れるヨ

ーロッパ，特にイギリスで花|;Mいた']1園都市が，工業化社会を反映した産

業都市において，都11丁と農村の関係性を活用し，産業集枝を誘導した点に

兄'1}すことができる。また，Ⅱ1園都Thiとの関係において，都Tl丁計画法が成

立した点も見逃すことができない。

なお，論点を下記に整理する。

①産業革命以後，進展する]二業化社会を反映する産業都TIJの課題

②上記①項に示す課題の対応となるハワードのllll亜|都TIT論の新視点

③工業化社会と情報化社会の産業榊造・都市のあり方の相述（特に情報

化社会の特徴）

④マイケル･ポーターおよびポール･クルーグマンの都市と瀧業集積の研

究
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⑤都市と産業集積の海外事例として，米|玉|シリコンバレーおよびイタリ

ア国コモ市の研究，および，考察として産業クラスターの外的・内的仕組

み

⑥都市と朧業集積の国内事例として，東京都武蔵11}市のＪＲｌｌｌ火線吉祥

寺駅北口商店街の研究，および，考察として都ＴＩＩ・地域政策，観光政策，

地域経営から椛成されるエリア・マネジメント

⑦自己組織化の〕qll論的背景として，自己組織化のメカニズム，パソコン

業界・団地住民・脳神経細胞の|芒|己組織化現象，そして抽出した誘導シス

テム要因

⑧上記①～⑦ｍに基づき，’二1□組織化する都市と應業集積の誘導計画

(1)となる「場のマネジメント」

⑨自己組織化する都Tb藤業雄横の誘導計画（２）となる「大学を111心と

するマネジメント」

⑩自己組織化する都市産業集械の誘導計画（３）となる「ホスピタリテ

イ・デザインにJiLづくまちづくりの誘導」

上記項目において，特に次の内容を示すことができる。

ハワードの[｢I|洲llTIj論を雌業集積の視点で捉え直し，都市と産業集積の

ljM係を見出した。情報化社会の都Tl丁と産業織造は，知恵（知識）とデザイ

ンに基づくことを論じた。

ポーターとクルーグマンの都11Jと鵬業集積ｲﾘﾄ先は，各々経'営学と経済地

理学の立場から，前者は戦略的に都ＴＩjにおける産業集積を実1M化する研

究，後者は都Ｔｌjにおける集積のプロセスを企業'１１１の関係性に基づき数理的

に解1ﾘjした研究として捉えることができるだろう。また，iT1ijjli)|:究がlill市の

廠衰と産業集積の関係を含むlﾉﾘ容であることは容易に理解できるだろう。

Iilli外事例研究の米国シリコンバレーはベンチャー企業の創発に，イタリア

|正lコモ市は産業を柵成する各１１１小企業（ベンチャー企業）の特徴あるネッ

トワークに視点を殻き，都市との関係を論じた。｜玉|内事例研究のＪＲ１Ｉ１央
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線Ｔ１ｒ祥寺駅北'二1商)ili街は，住民が主体的に形成したより良い力ｌｒｉ]へ'二l己糺ｌ

織化する桁llTljであ')，脈業集枝（商業集械）地である。特に，住民主体の

エリア・マネジメントのあり方を論じた。

Ｉ=l己組織化理論は，主に米|工|のサンタフェイi)l:究所が発信する生物化学の

研究から影響を受けたが，当i論文では，分りVを広げつつ，’二I已糺l織化のメ

カニズムに焦点を絞り論じた。

Iil己組織化する都Tljと藤業集枝の誘)募計miとして，まず，場のマネジメ

ントを示したが，特にｸill識と場のfill巡および運川として，遠心的に作)1Iす

るナレッジ・マネジメント，求心的に作川するホスピタリテイ・マネジメ

ントの相互補完Iiili11]を検討した。次に，｜皇I己組織化する都TITと産業柴杭の

誘導計imiとして，大学を'''心とするマネジメントを示したが，特に今後あ

るべき大学の戦''1片に菰ﾉﾊ(を置き，全休像を体系的に示すとともに，事業jnll

ll}をIMjl別に検討した。そして，’二|己組織化する都TlJと雌楽楽枝の誘導計画

として，ホスピタリテイ・デザインにJiLづくまちづくり誘導について示し

たが，特に文化資汕iiによる「見立て」と「)L切り」，および，複雑適応系

デザインについて論じた。

（追記）

本論文は，学会で発表した論文をベースに，「fill巡都Tljの形成とマネジ

メント」を題目として，ＤＩＩ筆し編集した。

《注》

l）今[1まで，祁11j計illli分111}におけるハワードの１１１１ﾎﾟ|都i1jiiIiの位折付-けは，

工業化が進む都１１丁の住宅''１１胆を解決する案としてlhLえるケースが多かった。

特に[業化社会におけるニュータウン計Imiの中核となる)門柱機能の計imiに

｜際し，桁神的Ｚｉﾐ性であ')，１ﾙ(型モデルとなっている。両度成長｣０１の'三|本で

は，多摩ニュータウンや千・』'1ニュータウン等の計lmiに|祭し，l111iil都市論が

大きな影響を与えた。しかし水稲では，IiW住機能よ'）もlﾘ:都TlJと１１１隙Ｉ部ilJ

のﾈ１１対的関係に砿点をii'iき，その'1M係''1|;をデザインすることが，オミにlﾘ:；M１
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ＴＩｊの産業染械を誘導するという新視点を示している。この視点は，例えば，

東京'''心部と業務核都Tl丁の机)Ｍ19膜1係性のデザインのあI)力によって，東

京''１心部の雌業柴横をより良い方向へ誘導できｲ(｝ることを示す。

2）前記ｌ）Ｊｒ[における[[I1iil部Tlj論の新視点から－歩進み，［Ⅱ隙|都11丁論の内

容とイギリスで初めてIlill定された都市計lllli法にJILづき，産業集横が祁TlJ機

能として捉えられ，誘導する観点が碓立したことを示している。

3）不安定な'0)らぎをシミュレートし，その給采をｲ↓｝るには，複緋な計算式

を解読する必要があった。このため，特に千計算で非線形モデルの|Ⅱ|稗を

得ることはⅢｌｌｉしかった。1970ｲｌｉ代後半にコンピューターが小型化してパー

ソナルとなり，さらに以降の技術１１'(新によ')，人1,1:の情報および複雑な情

報の処〕U1が可能となり，今'三1では机上で知時llIlに非線形モデルの計算に対

する|Ⅱ|答を得ることが可能になった。このことは，襖雑な数理計算を必要

とする研究や実務に，lmi期的なjllltlMlをもたらした。非線形モデルの数理計

算がＩＭＩに行えるようになったことから，俊雑系絲済学におけるモデルの

シミュレーションが可能となり，クルーグマンのエッジシテイ・モデルもfil

造することができた。
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CreationandManagementofTheCreativeCity 

-Thestrategicinductiontheoryoftheself-organizing 

cityandtheindustrialconcentration-

ＨｉｓａｏＹＡＭＡＭＯＴＯ 

《Abstract》

Thispaperstudiesthefollowingeigbtpointsforthepurposeof 

creationandmanagementofthecreativecity． 

ＬＩｔｓｈｏｗｓａｂｏｕｔｔｈｅｓｕｂｊｅｃｔｏｆｔｈｅｉｎdustrialcitywhichreflects 

industrializedsocietyafterthelndustrialRevolutiol１． 

２１twaspointedoutthatindustrialconcelltrationwasoneofthecity 

fuｎｃｔｉｏｎｓａｓａｎｅｗｐｏｉｎｔｏｆｖｉｅｗｏｆ“GardellCityofTomorrow”which 

EbenezerHowardwrote， 

3．Adifferenceinthemethodwiththeindustrystructureoftheindus‐ 

trializedsocietyandtheinformation-orientedsocietyandthecity 

creationwasexaminedThen,itwasarguedthatindividualwisdomand 

designabilitywerebestofvalueintheinformation-orientedsociety、

4.Ａｎｏｐｉｎｉｏｎｗａｓｅｘａｍｉｎｅｄａｓｔｌｌｅｒｅsearchoftherelationsofthecity 

andtheindustryaccumulationattheｔｉｍｅｏｆＭｉｃｈａｅｌＥ､PorterandPaul 

RKrugmalL 

5・TheindustrialclustersofSiliconValleyintheUnitedStatesand

CｏｍｏＣｉｔｙｉｎｌｔａｌｙｗａｓｓｔｕｄｉｅｄＡｓｔｈａｔresult,itfoundouttheexternal 

structureａｎｄtheinternalstructureofindustrialclusters、

６ＪＲＣｈｕｏＬｉｎｅ,Kichijojistation,NorthExitshoppingareainTokyo 

wasstudied・Asthatresult,itfoundouttheareamanagementlnethodof

theself-organizingcity、

7．Ｔｈｅｎ]echanismoftheself-organization，thepersonalcomputer 

businessworld,ahousingdevelol)mentinhabitant,theself-organization 
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l)henomenonofthecral]ialnervesceⅡwereexaminedasatheoretical 

l)ackgroundoftheself-orgallization、Then，thefactoroftheillduction

systemwasfound 

8・Thefollowingcontentswerearguedastheinductiollplanofthe

self-organizingcityalldtheindustrialconcentratiol1. 

1)Inthefirstplace,tl]elnutualcomplementuseofKnowledgeManage・

mentandHosl)italitymanagementwasarguedas“ａｍａｌ]agementof 

theplace''、

2)Inthesecondl)Iace,theguidanceoftheI]ationall)olicyandbusiness 

creationwerearｇｕｅｄａｓ“ａｎ]anagelnel]tthatauniversityplayeda 

leadingpart，'、

3)０１ｌＩｙｉｎｔｂｅｆｉｎａｌｌ)lace,howtoorganizeastateulldertakingtothe 

undertakingwllichwassuitablefortbeareacharacteragainwas 

arguedas“ainductionoftownlnanagelnentbasedonHospitality 

Desigll''． 


